
ュ
!
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る

資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一一

高

自

次

序第
一
章
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
の
略
史

第
一
節
先
駆
的
企
業

第
二
節
「
ロ
!
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
型
」
企
業

第
三
節
「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業

第
二
章
ト
レ
ジ
ャ
ラ

I
ズ
・
リ
ポ
ー
ト

第
一
節
ト
レ
ジ
ャ
ラ
l

第
二
節
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト

第
三
章
資
本
金
利
益
率
計
算

第
一
節
ハ
会
社
的
な
)
資
本
金
利
益
率
計
算

第
二
節
そ
の
他
の
資
本
金
利
益
率
計
算

第
四
章
残
さ
れ
た
問
題

第
一
節
伝
搭
経
路

第
二
節
質
的
相
違
の
有
無

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

浦

忠

彦

八



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

j¥ 

四

序

H
・
ト
l
マ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
(
出
・
叶
，
F
O
B
S
H
O
F
ロ
目
。
ロ
〉
氏
は
、

デ
ュ
ポ
ン
社
の
管
理
会
計
技
術
を
論
ず
る
際
に
次
の
よ
う
に
述

べ
、
資
本
利
益
率
概
念
の
成
立
を
二

O
世
紀
の
産
物
と
断
定
さ
れ
た
。

「
企
業
は
一
九

O
O年
よ
り
ず
っ
と
以
前
に
業
績
評
価
の
た
め
に
純
利
益
〔
概
念
〕
を
使
用
し
た
け
れ
ど
も
、
企
業
は
そ
の
利
益
を
、

も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
業
務
の
原
価
と
関
連
さ
せ
て
評
価
し
た
の
で
あ
っ
て
、
企
業
の
総
資
産
と
関
連
さ
せ
て
評
価
し
た
の
で
は
な
か
っ

ハ
1
〉

た。」ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
こ
の
指
摘
は
、
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
、
ラ
イ
マ
ン
・
ミ
ル
ズ

(
F
U
1
5同

D
E
E
6
に
関
す
る
氏
自
身

(
2
〉

〈

3
)

の
調
査
及
び
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
経
営
史
の
権
威
シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ラ
l
ド

2
5
D
O
M
-
旬。

E
E
)
氏
の
業
績
を
論
拠
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。し

か
し
な
が
ら
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
こ
の
見
解
は
、
①
企
業
業
績
評
価
の
尺
度
と
し
て
の
資
本
利
益
率
の
分
母
を
総
資
産
(
日
総
資
本
〉

と
一
義
的
に
断
定

l
i形
式
的
に
は
総
資
産
と
業
務
の
原
価

(
H費
用
価
格
)
の
二
つ
に
限
定
|
|
し
、
そ
の
上
で
、
①
一
九
世
紀
に
お

け
る
利
益
と
総
資
産
を
関
連
さ
せ
る
考
え
方
の
存
在
を
否
定
(
従
っ
て
一
九
世
紀
に
お
け
る
資
本
利
益
率
概
念
を
奇
定
)
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
①
に
関
し
て
は
、

一
九
七

0
年
代
に
お
け
る
実
態
調
査
司
冨
宮

Q
B
E
H
B宮
2
0同
冨
耳
目
円
2
g
E
H
O間
ぽ
臼
〉
に
お
い
て
も
、

資
本
利
益
率
の
分
母
は
、
@
総
資
産
(
日
総
資
本
〉
、
@
総
資
産
マ
イ
ナ
ス
流
動
負
債
、

つ
ま
り
自
己
資
本
プ
ラ
ス
固
定
負
債
|
|
以
下
、

長
期
資
本
と
略
示

i
l、
①
自
己
資
本
、
の
一
二
つ
|
|
各
概
念
に
つ
い
て
は
図
1
を
参
照
|
|
が
挙
げ
ら
れ
て
い
久
対
か
ら
も
、
又
、

G

M
の
二

O
Mと
さ
れ
る
目
標
資
本
利
益
率
は
、
実
績
か
ら
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
税
引
後
純
利
益
/
自
己
資
本
(
一
九
二
五

t
五
九
年



⑤
長
期
資
本

流動負債 l 
! f也人資本一ー ! 

r司定負債 i 

資本金 11: 
日己資本ー----------------------1 r己

剰 余 金 112 

図 1 資本利益率の分母

貸借対日;i表

産資

F
a
-
l
a
B
E
t
t
a
-
a
B
E
B
E
E
-
-
y
 

(
は
ノ
川
市
資
産

(
1総
資
本

で
一
九
・
一
九
銘
)
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
点
か
ら
も
、
資
本
利
益
率
の
分
母
を
総
資
産
と
一
義

的
に
断
定
す
る
事
は
妥
当
性
を
欠
く
と
い
え
よ
う
。
又
、
@
に
関
し
て
も
、
産
業
革
命
期
の
経
営

史
研
究
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
現
状
と
重
ね
る
と
、
こ
の
見
解
が
史
的
実
証
研
究
へ
の
道

を
閉
ざ
す
危
険
性
を
有
し
て
お
り
、
加
え
て
、

(
7〉

論
拠
自
体
に
疑
義
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
細
か
い
点
に
な
る
が
、
典
型
的
に
は
イ

一
九
世
紀
に
お
け
る
資
本
利
益
率
概
念
不
成
立
の

ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
企
業
形
態
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
期
(
特

に
-
一
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)
の
そ
れ
は
「
株
式
年
間
」
で
あ
っ
て
、
企
業
形
態
が
資
本
利
低
率

の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
め

'hMを
勘
案
す
れ
ば
、
ラ
イ
マ
ン
・
ミ
ル
ズ
に
関
す
る
調

査
結
果
と
、
ポ
ラ

l
ド
氏
の
業
績
と
を
単
純
に
重
ね
る
事
に
も
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
立
教
大
学
よ
り
与
え
ら
れ
た
一
九
八
一
年
度
の
在
外
研
究
派
遣
の
機
会
(
一
九
八

一
年
四
月
一
一
一
日

i
八
二
年
一
二
月
一
七
日
)
に
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
の
ハ

l
ヴ

ァ
!
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
ベ
ー
カ
ー
図
書
館
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
部
門
で
接
し
た
原

資
料
に
よ
っ
て
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
ニ
ュ

1
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
で
資
本
金
利
益
率
計

算
が
か
な
り
広
汎
に
行
な
わ
れ
て
い
た
事
実
を
指
摘
し
、
合
わ
せ
て
先
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
見
解

の
検
討
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

臨
跡
(
一

1
〉
国
・
寸

}
H
O
E
S
H
D一定
M
m
c
p
E富
田
口
白
岡
田
口
同
町
三

k
r
n
g
zロ
門
戸

HM明
日

ロ

曲

HH
開
田
ユ
吋

H
D
Z四
吋
回
円
。
【
同
宮
内
同

HH'

回
虫
色
日
開

-
T
E
H
M
G口
付

門

U
Z
O
H
H
H
O
R回
い
宮
司
品
目
円
。
o
g
沼田ミ
-
H
S
ω
l
g
H
N
¥
町
宮
崎
同
書

g
h
u
H
。ミ

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
会
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

八
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

八
六

N
C
e
s
s
門
以
下
切
・
同
・
勾
・
と
省
略
〕
〈
OH・
u
p
H
u
p
z
c
-
N
w
ω
口
語
包
叩
吋
巴
a
w
喝
・
凶
器
・
但
し
、
引
用
文
・
中
の
円

た
部
分
で
あ
る
(
他
の
引
用
文
に
関
し
て
も
同
様
)
@

ハ
2
〉
同
・
、
H

，・』

D}呂田
D
P
A
R
-吋〔
Uoa
〉
口
ロ
ロ
ロ
口
氏
口
間
同
D
H
E
S
S即
日
冨
吉
田
岡
町
自
由
民
件
。
。
三
円
C
T
F司
自
E
Z
F
H
Z
E
号
。
同
∞
日
0
.
♂
司
凶
-
h・

』均拘刊戸
.. 
〈。乞手-「
.

M凶円pHF、〈己円♂‘

Zo.
人品円ゲw

巧山
Eロ仲芯由叫

J

巴斗芯N
.
〔

Q円叩
8唱.円宮ロ切包H

一広5甲
吋
一
叶
吋
.
〕

(
3
)

白
骨
居
可

M
v
a
s
a
-
3司
む
き
円
:
ご
事
た
喜
出
向
島
諸
白
内
3
3
T
h
匂
記
弘
司
巴
三
宮
片
足
立
を
h
p
t
q
N宮
内
札
口
語
ぎ

9
m
b
h
N
Wミ目白
H3・

何
色
項
目

a
k
F
E
D
-仏
(
】
川
口
ヴ
ピ
喜
四
円
回
〉

E
F
F
D昆
o
p
H
U
品
問
・
山
下
幸
夫
・
桂
芳
男
・
水
原
正
享
共
訳
『
現
代
企
業
管
理
の
起
源
ー
ー
i
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
産
業
革
命
の
研
究
1
1
1』
千
倉
書
一
房
一
、
一
九
八
二
年
@

(

4

)

形
式
上
は
、
総
資
産
と
費
用
価
格
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
企
業
〈
全
体
)
の
業
績
評
価
尺
度
と
し
て
、
利
益
/
費
用
価
格
を
指
定
す

M2
駄

時

適

言

誤

る
事
自
体
、
他
方
に
費
用
価
格
/
総
資
本
(
又
は
費
用
価
格
/
長
期
資
本
、
費
用
価
格
/
自
己
資
本
)
を
想
定
ハ
つ
ま
り
糊
出
動
制
×
副
幹
州
川
和
l
l

l
噛
」
旧
跡
l

等
)
し
な
、
限
り
1
ー
も
し
こ
の
想
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
純
利
益
額
の
算
出
も
資
本
利
益
率
の
算
定
を
意
味
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ

勢
湾
サ

う
ー
ー
ー
論
理
上
も
無
理
が
あ
る
し
、
ヲ
ョ
ン
ソ
シ
氏
も
仮
定
と
し
て
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
実
質
上
は
、
総
資
産
の
一
つ
に
限
定
し
て
い

る
と
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
述
の
第
三
章
第
一
節
の

-m
及
び
注
側
を
参
照
の
こ
と
@

(
5
)
V
B
g
ω
-
H
N
8
8
h
v
d『
三
宮
S
H
N・
9
c
r
a
z
s
g門
戸
口
間
宮
耳
目
5

8
酔
の
8
5門
司
叩
円
沙
門
HHH即
日
開
¥
匂
ミ
吉
正

E
M
S
E
M
S目、言

富
田
可

-
E
S
忌叶∞・

(

6

)

拙
稿
「
G
M
の
価
格
設
定

i
l財
務
管
理
論
史
の
一
視
角

1
l」
口
、
関
東
学
院
大
学
『
経
済
系
』
第
九
五
集
、
一
九
七
三
年
三
月
。

(

7

)

拙
稿
「
利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
」
件
目
、
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
三
巻
第
四
号
、
第
三
四
巻
第
二
号
、
一
九
八

O
年
三
月
、
九

同
月

Q

(

B

)

よ
り
正
確
に
は
法
人
企
業
。
後
山
山
の
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社

2
8
gロ
呂
田

E
片
山
口
吉
江
口
問
。
。
・
〉
を
始
め
、
州
議
会
の
会
社
設
立
特
許
状
に
よ

っ
て
(
個
別
に
)
設
立
さ
れ
、
株
主
は
無
限
責
任
を
負
っ
て
い
た
@
(
例
え
ば
一
八
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た

E
2ユ
S
R
W
呂
田
口
三
宮
宮
司
山
口
問
。
D
-

の
場
合
に
は
、
株
式
を
他
人
に
譲
渡
し
た
旧
株
主
ま
で
も
無
限
責
任
が
継
続
し
た
。
円
以
-HU・
吋
・
宮
内
の

2
5門戸円
F
H『
同
宅
問
ahN白書札

O
H
H
N
E
S

HF問
見
弘
司
hHR詰
HMHC同苫門官、見・・匂対
d
b
H
M
b詰
弘
同
苫
宮
内
弘
吉
岡
諸
問
w
回目吋
4
担丘

C
巳
4
叩片田昨日『吋
H10回
目
唱
の
回
同
ロ
ヴ
ユ
仏
間
タ
呂
田
悶
悶
J
H由
g
w
H
Y
M
N
-〉
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
い
て
、
有
限
責
任
制
が
確
立
さ
れ
る
の
は
、
一
八
一
ニ

O
年
の
「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
製
造
会
社
一
般
規
制
法
」
に
よ
っ
て
で

〕
内
は
引
用
者
が
付
加
し



あ
る
@
従
っ
て
こ
れ
ま
で
は
、
株
主
の
有
限
責
任
制
を
株
式
会
社
の
要
件
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
、
株
式
会
社
と
規
定
す
る
事
は
出
来
な
い
こ
と
と

な
ろ
う
@
本
稿
で
は
、
対
象
期
間
が
長
期
に
一
且
る
為
、
通
説
に
従
っ
て
株
式
会
社
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。

(
9
〉
拙
稿
「
利
潤
率
と
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
」
口
の
小
括
を
参
照
の
こ
と
。

第
一
章

ニ
ュ

1
・
イ
ン
グ
ラ
ン

F
綿
業
の
略
史

こ
こ
で
は
主
と
し
て
の
号
皇
居
間
，
・
巧
白

2
・

M
J
吉
岡
号
円
、
ミ
室
岡
3
h
N
Q
S
弘
会
芯
雪
国

hsミ
ミ
ピ
ミ
~
h
h川
町
忠
弘
、
宮
h
a
n
目
立
た
『
宮
内

~w町
内
民

3aahuw
担
訪
問
。
戸
伶
担
訪
問
。

F

2
・
J
?
S
2・
及
び
中
川
敬
一
郎
「
ニ
ュ
ウ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
業
革
命
と
大
量
生
産
体
制
の

発
展
」

H

Q
経
済
学
論
集
』
第
二
九
巻
第
四
号
、

一
九
六
四
年
、
所
収
)
に
よ
っ
て
、

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
生
成
の
歴
史
を

概
観
す
る
(
各
主
要
地
点
に
関
し
て
は
図
2
を
参
照
の
こ
と
)
。

第
一
節

先
駆
的
企
業

ア
メ
リ
カ
二
ニ
州
の
独
立
宣
言
か
ら
一
一
年
後
の
一
七
八
七
年
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ピ
ヴ
ァ
リ
l

(切
0
4
2
q〉
に
ボ
ス
ト
ン
の

宮
商
キ
ャ
ポ
ッ
ト
家
及
。
ひ
ピ
ヴ
ァ
リ
!
の
住
民
の
出
資
(
出
資
者
に
つ
い
て
は
表
1
参
照
)
に
よ
っ
て
綿
工
場
が
設
立
さ
れ
た
(
マ
サ
チ

ュ
i
セ
ッ
ツ
州
に
よ
る
法
人
認
可
は
翌
年
。
寸
志

HMB官
庁
円

0
2
0ご
r
F
4
2守
口
。

20ロ
Z
S丘山口
8
4
資
本
金
は
九
万
ド
ル

表
2
参
照
〉
。
ジ
ェ
ニ

i
紡
績
機
六
三
六
銭
を
主
体
に
杭
綿
か
ら
織
布
ま
で
の

一
貫
経
営
を
め
ざ
す
か
な
り
大
規
模
な
工
場
で
あ
り
、

.守

サ
チ
ュ

i
セ
ッ
ツ
州
の
助
成
(
土
地
及
び
富
畿
発
行
権
の
付
与
等
)
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

一
八

O
七
年
頃
に
巨
額
の
欠
損
に
よ
っ

て
放
棄
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は
「
機
械
建
-
設
の
熟
練
技
術
及
び
そ
れ
を
運
転
す
る
技
巧
の
欠
如
、
加
え
て
我
々
の
手
が
け
た
事
業
に
つ
い

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

人

七



19世紀中葉における=ュー・イングランド綿業成立主要地点図2
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MAINE 

r-
・・'‘d

J・ハ・・ノ!

「
1

1

1

l
」
I
l
l
1
1

/¥ 
/¥ 

〈注) CONN.: Connecticut MASS.: Massachusetts 
N. H.: New Hampshire R.I.: Rhode Island 
VT.: Vermont 

〈出典) E. H. Knowlton， p，φ'PereU's Prcgress: Historv 01 a Cotton Teltile ComPany， 
1844-1945， 1948， P. 6 



表 1

* John Cabot 
* J oshua Fisher 

Henry Higginson 

Moses Brown 

George Cabot 

〈注) .は manager.
(出典) J. S. Davis， Essays in the Earlier History 01 Americ仰 Coゆorations，11， 

1965， p. 273. 

。La
A
-
噌

i

n

，“一ハ
U

一A
A
・

ピヴァり一社の出資者

Andr巴wCabot 

Isreal Thorndike 

Isaac Chapman 

Deborah Cabot 

Total 

日

9

4

4

4

〈

m〉

て
の
一
般
的
知
識
が
な
か
っ
た
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

第
二
節

「ロ

l
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
型
」
企
業

一
七
九

O
年、

ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
ハ
HV81aσ
口口
O
)

に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
企
業
、
オ
ル
ミ

i
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ア
ン
ド
・
ス
レ
!
タ

l
(〉
-guコ
切
さ
当
P
h
w
ω
g
g
C
に
よ

っ
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ
レ
ー
ム
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
レ
ー
ダ
ー

(
ω
ω
B
z
o
-
ω
E
円。3
H
寸
由
∞

l
H
呂
町
)
の
工
場
監
督
の
下
で
米
国
で
最
初
に
成
功
し
た
綿
工
場
と
し
て
、

米
国
に
お
け
る
産
業
革
命
の
口
火
を
切
っ
た
事
実
は
、
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。
資
本
蓄
積
の
低
位
か

ら
小
規
模
に
ス
タ
ー
ト
し
(
紡
績
錘
僅
か
七
二
錘
。

企
業
形
態
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
)
、

労
働
力
は

家
族
ぐ
る
み
一
雇
傭
で
あ
っ
た
。

一
八

O
七
年
の
「
出
港
禁
止
令
」
、

一
八

O
九
年
の
「
通
商
禁
止
令
」
に

よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
綿
製
品
の
輸
入
が
途
絶
す
る
と
、
同
タ
イ
プ
の
企
業
の
隆
盛
に
よ
っ
て
ニ
ュ

l
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
綿
業
は
俄
か
に
活
況
を
呈
し
た
ハ
表

3
参
照
)
。

一
八
一
四
年
、

し
か
し
、

平
和
回
復

と
共
に
再
び
安
価
な
イ
ギ
リ
ス
製
綿
糸
・
布
が
米
国
市
場
に
殺
到
し
、
戦
後
不
況
を
迎
え
た
。
こ
の
不

況
に
よ
り
、
戦
時
好
況
期
に
建
設
さ
れ
た
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
間
周
辺
の
諸
工
場
の
う
ち
約
二
一
分
の
こ
が
姿

を
消
し
た
と
い
う
。

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

八
九
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マサチューセッツ ~llllで設立された綿業〈法人〉企業

CoLmarpgaensit es 
Authorized 

Year No. I..i;~d Product Place PCOaPpEitratl y or 
Capital 

1788 1 Beverly cotton Beverly 

1794 1 Newburyport woolen Amesbury 80，000 
1807 1 Fitchburg cotton Fitchburg 150，000 
1808 1 Norfolk cotton Dedham 120，000 
1809 8事147，000Cambridge cotton， salt Cambridgeport 250，000 
1810 6 I 120，000 
1811 11 122，000 Marshfield cotton， wool Marshfield 200，000 
1812 11 170，000 Waltham cotton， wool Waltham 450，000 

Maine cotton， wool Brunswick 200，000 
1813 18 193，000: Boston Mfg. cotton Waltham 400，000 

Co. 

Boston wool， cotton Bellingham 400，000 
Central wool， cotton Seekonk 400，000 
Franklin cotton Franklin 250，000 
Pawtucket cotton， wool Seekonk 400，000 

1814 34 附れe伽 m wool， cotton Dedham 500，000 
Bellingham wool， cotton Bellingham 200，000 
Hampden cotton Monson 400，000 
Linum & Duck hemp， fiax Lynn 200，000 
Northborough wool， cotton Northborough 300，000 
Plymouth wool， cotton Plymouth 200，000 
Springfield cot初n，wool Springfield 500，000 

~ Troy cotton， wool Troy 200，000 
1815 23 

101， 剛酬O。O。曲曲凹田| 
1816 8 116， 000: Douglas cotton Douglas 200，000 
1817 。
1818 2 90， 
1819 1 200， 0001 Suffolk cotton， silk Boston 200，000 
1820 3 77， 
1821 1 100， 
1822 4 

:::: :::1 ~~r~i cotton Chelmsford 600，000 
(Lowell) 

1823 11 335， 000: Belvidere cotton， wool Tewkesbury 700，000 
Boston and cotton Springfield 500，000 

Springfield 

Canal cotton， iron Chelmsford 600，000 

表2

(出典) C. F. Ware， The EarかNewEngland Cotton Manufacture: A Study in 
lndustrial Begin削・ngs，1931， p. 301 



=ュー・イングランドで建設された綿工場数

I N.H. I Vt. I Ma民 IR.I. I Co叫 ITo凶Me. 

To 1805・・・・ 1 1 2 4 

1805・・・ 1 1 2 

1806・・・ 1 1 1 3 

1807・・・ 4 4 

1808・・・ 1 1 

1809・・・ 1 1 1 3 

1810... 1 3 2 2 8 

1811・・ー・ 5 1 1 7 

1812・・・ 1 9 4 3 17 

1813・・・ 1 13 3 3 20 

1814・・・ 3 12 4 6 25 

1815・・・ 2 4 2 3 11 

1816…….  2 1 3 

1817・・・ 3 1 4 

1818・・・ 1 1 1 1 4 

1819・・・ 1 2 3 

1820・・・・ l 4 2 7 

1821・・・・ 1 2 1 4 

1822・・・・ 1 3 1 2 7 

1823・・・・・・ 1 2 4 5 7 19 

1824・…… 4 1 2 4 5 16 

1825・・・・ 1 8 2 6 17 

表 3

ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

第
三
節

「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業

戦
時
好
況
期
の
一
八
一
三
年
に
マ
サ
チ

ュ
l
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
の
富
商
フ
ラ
ン

シ
ス
・
キ
ャ
ポ
ッ
ト
・
ロ

l
ウ
ェ
ル
(
匂

B
P・

門
戸
田
口
町
民
寸
。
門
戸
O
君
。

F
一{寸寸一山
l
H
∞
一
弓
〉
|
|
|

母
親
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
キ
ャ
ポ
ッ
ト
の
長

女・・・・・・図
3
参
照
ー
ー
ー
に
よ
る
力
織
機
早

期
導
入
の
提
唱
に
よ
っ
て
株
式
会
社
ボ
ス

〈出典) C. F. Ware，。ρ.cit.， p. 37. 

ト
ン
工
業
会
社

Q
S
Sロ
E
S丘
智
苫
吋
'

山
口
問
。
。
白
日
記
ミ
〉
(
資
本
金
は
当
初
三

O

万
ド
ル
、
直
ち
に
四

O
万
ド
ル
に
変
更
。

出
資
者
に
つ
い
て
は
表
4
参
照
)
が
設
立

さ
れ
た
。

翌
一
四
年
、

ボ
ス
ト
ン
郊
外

の
ウ
ォ
ル
サ
ム
ハ

dF-岳
山
H
H
H

〉
に
第
一
工

場
(
ス
ロ
ッ
ス
ル
紡
績
機
一
、
七

O
O錘
)

が
建
設
さ
れ
、
秋
に
は
力
織
機
の
完
成
を

九
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C
o
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M
e
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ローウェル系企業のプロモーター及び株主

Boston Merri-Hamil-tAon ppCle0-. 
Stockholder Mfg. Co・mack ton Co. 

1813 Co. 
1825 I 1828 I828 I to: 

1822 
P. T. Jackson .. 20 180 10 35 30 Canal (1823)，本

Prescott (1844)ネ
N. Appleton…- 5 180 40 50 Lawrence (1831)，本

Boott (1835)，ネ
Prescott* 

B. Gorham …・・・・ 3 5 10* Boott 
W. Dutton.一一 2 10 10 Boott 
1. Thorndik巴・... 10 40 40 30 Taunton (Taunton， 

1823)，ホ
Cabot (Springfield， 

1832)，本
Thorndike 
(Palmer， 1836)* 

1. Thorndike， J r.・・l 10 35 20 30 Taunton 
J. ]ackson ...・H ・... 5 15 
C. ]ackson..... 10 15 
W. Appleton ……… 25* 50本 36 Lawrence，* 

Su但olk(1831)，* 
I Tremont (1831)* 

E. Appleton ..... 15* 10 Perkins (Spring-
field， 1836)* 

J.W. B∞tt・・ 90キ 25 
P. Moody .. 60 10 
T. Wiggin.… 25 10 
S. Appleton 20 20本 Suflolk* 
G.W.Lyman.'，…… 10 30 Suflolk，* Boott， 

Cabot* 
J. A. Lowell … 10 X Boott， * Massa-

chusetts (1839)* 
1司T.Pratt 10 Tremonザ
W. Sturgis x* x X Prescotザ
J. Lowell.Jr..……J xネ X 

T. H. Perkins 50* 30 Cabot* 
B. R. Nichols…・ Lawrence，* 

Tremontネ
H.Cabot … Suflolk*， Boott， 

Perkins* 
Abbot Lawrence・. Tr巴mont，ネ Boott，*

I Massachusetts， 

lAm倒 的 向S

bury， 1822)* 

ウォルサム，表 4
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ド
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資
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若
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Additional subscribers to first issues of : 
Boston Manufacturing Company……F. C. Lowell (15 shares) 

J. Gore (10) 
U. Cutting (5) 
J. L10yd (5) 

Canal Cotton， Iron and Wool....・H ・-…D.Moody本

Merrimack Company......・H ・H ・.....・H ・..KirkBoott (90)* 
D. A. Tyng (5) 
T. M. Clark (2) 
D. Webster (4) 
W. Bowdich (4) 
J. Lowell (33) 
Boston Manufacturing Company (150) 

Hamilton Company...…………………...S. Batchelder (20)* 
W. Prescott (10) 
J. Lee (10) 
T. Motley (10) 

Appleton Company...…...・H ・....・H ・-…E.Francis (20)本

D. P. Parker (10) 
J. Brimfield (10) 

Lowell Company...・H ・H ・H ・..…...・H ・..…R.C.Cabot本
F. Cabot* 
W. Whitney* 
Whitney， Cabot and Company (30) 
Bryant and Sturgis (30) 
T. Lee (30) 
J. Perkins (30) 

Boott Company...・H ・..…………・H ・H ・..…J.日.Walcott 
G. W. Pratt 
J. 1. Mason 

Suffolk Company......・H ・.....・H ・.....・H ・..J.Ti1den* 
Tremont Company...・H ・.....・H ・..……...AmosLawrence* 

T.B. Wales本

G. Hallet本
D. Sears* 

Massachusetts …………・・ .........・H ・..…O.Goodwin* 
Middlesex ...………・・・・・・・・・・・・……・ー……S.Lawrence* 

W. Stoneキ

〈注) 1. Bagnall Papers，会社説明書，マサチューセツツ法令集，特許状より作成され

た不完全なリスト。

2. 1株当り$1.000。
3. 勺土当初のヲi受者を示す。

4. xは持株数不明を示す.

く出典) C. F. Ware， ot. cit.， pp. 320-321. 

表4(続〉



み
、
紡
織
両
工
程
の
同
時
機
械
化
が
な
さ
れ
た
。
更
に
一
六
年
に
第
二
工
場
(
ス
ロ
ッ
ス
ル
紡
績
機
三
、
五
八
四
錘
)
が
建
設
さ
れ
、
こ

の
段
階
で
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
一
流
企
業
に
匹
敵
す
る
経
営
規
模
と
な
っ
た
。
生
産
を
高
級
品
に
で
は
な
く
、

一
四
番
手
の
太
糸
で
織
っ

た
白
無
地
組
綿
布
・
シ
!
ツ
地
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
後
不
況
の
中
で
も
好
業
績
を
上
げ
た
(
一
八
一
七
年
の
二
了
五
Mm
の
配

当
に
始
ま
り
、

一
八
二
二
年
ま
で
に
配
当
金
の
累
積
額
は
資
本
金
額
の
一

O
四
・
五
形
に
達
し
た
〉
。

労
働
力
は
白
営
農
民
の
家
庭
の
結

婚
前
の
女
性
に
求
め
ら
れ
(
直
接
一
雇
傭
)
、
寄
宿
舎
制
度
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
成
功
が
、

一
八
二
二
年
に
、
同
社
自
身
及
び
同
社
の
株
主
を
出
資
者
と
す
る
〈
表
4
参
照
)
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造

会
社
宮
司
氏
5
2
w
z
g
c向
田
三
口
氏
お

C
B
H
U山
口
吋
(
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
イ
ー
ス
ト
・
チ
ェ
ル
ム
ス
フ
ォ
ー
ド
1

1
後
の
ロ

i
ウ
ェ

ル
i
!
の
メ
リ
マ
ッ
ク
河
畔
に
工
場
建
設
)
の
設
立
を
導
き
、
更
に
両
社
の
成
功
が
、

業
の
隆
盛
を
招
い
た
。

ロ
!
ウ
ェ
ル
周
辺
に
次
の
よ
う
な
同
タ
イ
プ
の
企

一
人
二
五
年
出

ω
E
E
D
E
S戸
内
向
円
苫
江
口
ぬ
の
0

・
(
資
本
金
六

O
万
ド
ル
)

一
八
二
八
年
〉
句
切

E
g
g・
C
O
O
-万
ド
ル
〉

h
Z
4
3ロ
冨

g丘
ω門門戸江口問

(
U

。・(中ハ

O
万
ド
ル
)

一
八
一
三
年
同

U
B胃
5
5
2
0同

S
o
d
-∞8
0己
一
窓
口
問
(
ム
ハ

O
万
ド
ル
ピ
∞
丘
室
付
冨
自
己
宮
内
宮
ユ
ロ
問
。
。
・

(六

O
万
ド
ル
ピ

下
回

ぜ
司
吋

gno
呂
田
口
口
片
山
口
冨
江
口
肉
の
0

・
(
一
三
五
万
ド
ル
)

こ
の
他
、

一
八
三
五
年
切
00ロ
罵
自
民
恒
三
日
山
口
問
。
。
・
(
一
一
五
万
ド
ル
)

〈ロ〉

「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
は
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ロ

i
ウ
ェ
ル
、

ロ
ー
レ
ン
ス
の
他
、
同
州
の
チ
コ
ピ

l
、
ホ

リ
オ

i
ク
、
夕
、
ワ
ン
ト
ン
、

及
び
ニ
ュ

l

・
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
州
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
、

ド
l
ヴ
ァ

l
、
サ
マ

l
ス
ワ

i
ス、

ナ
ッ
シ
ュ

ァ
、
メ
イ
シ
州
の
ど
ド
フ
ォ
ー
ド
、
サ
コ
等
に
綿
工
場
を
建
設
し
た
。

ニ
ュ
!
・
-
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て
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六

こ
の
間
、

一
八
二
八
年
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
・
メ
リ
マ
ッ
ク
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ア
プ
ル
ト
ン
各
社
の
製
品
を
一
手
に
取
扱
う
綿
製
品
取
引

代
理
商

J
-
w
・
ペ
イ
ジ
会
社

C
・4
く・
H
V

白
お
o
h
w
の
0
・
)
が
設
立
さ
れ
た
。

」
の
よ
う
に
し
て
、

「
大
規
模
な
一
貫
経
営
そ
の
も
の
が
、
紡
織
技
術
革
新
に
豊
か
な
基
盤
を
提
供
し
、

一
八
三
五
年
頃
ま
で
に
実
現

し
た
相
つ
ぐ
発
明
に
よ
っ
て
、
米
国
綿
業
の
生
産
技
術
は
、
先
進
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
そ
れ
に
対
す
る
指
導
性
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ

令

uu
た
。
」米

国
の
綿
業
は
、

ハ
UHU

一
八
四
六
年
ま
で
に
生
成
期
を
終
了
し
た
。

(
叩
)
の
叩
円
。
回
目
。
与
D
H
g
〉

F
H白白血町門何回阿国日目
H
C
2
0・
円
ヨ
ミ
P
M
7
M
H
q
N川向、目見
L

〈
富
岡
苫
紅
白
お
札
。
口
町
内
室
足
白
詰
宮
守
町
内
宮
、
司

~
h
h
U
H豆
、
ミ

同昌弘邑
MHミ白
NNwhhX33宮
内
♂
河
口
町
田
町
己
侍
岡
山
口
間
由
。
日
r
z・J円・・

HU一口(出向己目白ロ叩円四戸田町由
y
日u-N0・

(日

)
a
H
5
2
g弓
ロ
ご
宮
門
目
当
円
自
白
内
巾

Z
E
Z同
国
円
吉
弘
ロ
聞
の
0

・1

切
喜
色
己
σ
E
3一。・問・

4
5司O
w
e
-
込
二
一
司
・

ωOM-

(
ロ
)
一
八
五

O
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
綿
紡
錘
数
の
二

O
%、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
内
全
鉄
道
マ
イ
ル
数
の
一
二

O
w
m、
同
州
内
保
険
資
本
金
の
三
九

vm
、
ボ
ス
ト
ン
銀
行
資
産
の
四

O
%を
支
配
し
、
正
に
当
時
の
モ
ル
ガ
ン
家
、
ベ
イ
カ
!
家
、
ス
テ
イ
ル
マ
ン
家
で
あ
り
、
(
寸
}
】
O
R曲目。・

C
0
・

口
宵
出
口
伶
当
日
目
円
山
田
S
F向山口
R
h
h
h
q
¥
旬、悼叫司、
Y
Z
~
h
g
s白
h
h
H
Sミ
ミ

bH号同町、
H
a
h
h言
、
R
P
Z
2
E
]
H
g
o
o
-
-
Z
-
J
1・・

HUmow

問

y

コ
・
)
図

3
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
閏
閥
を
有
す
る
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
に
つ
い
て
は
、

HN・
戸
下
回
B
Y
念寸}阿叩明白門門司
-vgDOロ門

田
口
門
ご
げ
由
。
D
B旨
ロ
ロ
芹
一
三
宮
』
九
四
お

S
~
ω
S
H苫
g
h
h
g
S
H的
S
H
p
h
同
宣
。
ミ
ミ
同
町
宮
町
、
冬
、
室
町
宮
、
白
F
H
P
E
H
Z仏
げ
M1
巧
巳
日
即
日

Z
B
o
p

同
日
4mH円
仏
匂
巳
4・
M
M
3
8・。白
HHHσ
ロ
臼
四
日

w
玄回目的
-wHU叩
N
4
2白
ω目H
E
r
s
g
u
h
S
3
-
3
H
q
M同
定
。
ミ
巴
」
「
白
河
口
ミ
ロ
ミ
寸
。
さ
詰

-
-
h
M川町宮弘、。
L1

(UMHEb3
出向
2
5円言崎町円
F
0
3田
明
言
切
O
D
r
m
-
z・J円
-
-
E
g
(河内
w
y
-
Z
H
U
S
)
及
び
豊
原
治
郎
『
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
史
序
説
』
未
来
社
、

一
九
六
二
年
、
中
村
勝
己
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
成
立
』
日
本
評
論
位
、
一
九
六
六
年
、
に
詳
し
い

Q

(
日
)
中
川
敬
一
郎
「
ニ
ュ
ウ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
業
革
命
と
大
量
生
産
体
制
の
発
展
」
パ
円
、
『
経
済
学
論
集
』
第
二
九
巻
第
四
号
、

=
一
二
具
@

(
U
〉
の
・
吋
・
当
白
g
e
-
町民
T
S
-
H
S
I
H
S
-

一
九
六
四
年
、
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a

ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト

C;crk iィ孔ぐ:(irv SupcrilJ lClldent~ 

ドactcJ[γForem巴n

本
卒
じ
お
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
ト
レ
ジ
ャ
一
プ
l

ズ
・
リ
ポ
ー
ト
の
資
料
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、

ト
レ
ジ
ャ
ラ

l

“Inventory of the Lawrence Mfg. Co.，" Baker Library. 

(斗叫巾山田口
H
1
0
3
並
び
に
ト
レ
ジ
ャ
ラ

1
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
ハ
叶
宮
山
田
口
円

2.回円
4
2
3

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
掃

ト
レ
ジ
ャ
ラ
l

「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業
の
管
理
機
構
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

(1) 

企
業
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
取
締
役
会

3
8
E
え
包
括
e

nHOH・回
一
)

(2) 

名
目
的
な
業
務
を
執
行
す
る
社
長
匂
門

2
5
3
3

(3) 

一
般
的
業
務
を
管
理
す
る
ト
レ
ジ
ャ
ラ

I
(叶
古
田

m
R
2
)

(4) 

工
場
運
営
上
の
業
務
を
執
行
す
る
工
場
代
理
人
(
〉
問
。
己
〉
あ
る
い
は

監
督
ハ

ω与
2
E
H
O
E
3
0

(出典〉

」
の
凶
同
及
び
図
4
よ
り
把
謹
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
企
業
の
要
の
地
位
」
に

あ
り
、
企
業
の
日
常
業
務
に
関
し
て
の
最
高
経
営
者
で
あ
る
の
は
、
社
長
で
は

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

九
七
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な
く
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ジ
ャ
ラ
l
の
地
位
は
大
株
主
ハ
従
っ
て
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
の
一
員
)
に
よ
っ
て
担
わ

ゆ
w

遠
隔
地
に
あ
る
工
場
(
一
企
業
が
複
数
の
工
場
を
有
す
る
の
が
注
側
)
の
管
理
は
、
現
地
に
居
住
す
る
工
場
代
理
人
に
よ
っ
て
担
わ

れ
た
。
ト
レ
ジ
ャ
ラ
!
と
工
場
代
理
人
の
関
係
は
次
の
文
章
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

「
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ

i
と
ニ
ュ

1
・
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
を
除
い
て
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
・
工
場
代
理
人
シ
ス
テ
ム
は
、
法
人
企
業
の
聞
で

(
羽
)

殆
ん
と
普
遍
的
と
な
っ
た
。
」

「
製
造
会
社
に
は
、
通
常
ト
レ
ジ
ャ
ラ
!
と
呼
ば
れ
る
一
人
の
常
勤
役
員
が
い
た
が
、
こ
れ
は
ボ
ス
ト
ン
そ
の
他
の
商
業
中
心
地
に
居

住
し
て
業
務
に
あ
た
る
、
大
株
主
の
一
人
で
あ
っ
た
。
遠
隔
地
に
あ
る
工
場
の
日
常
業
務
は
、
有
給
の
工
場
代
理
人
も
し
く
は
工
場
長
に

に
伍
さ
れ
た
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
は
、
工
場
代
理
人
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
会
計
記
録
と
、
毎
週
ご
と
の
工
場
視
察
に
よ

ワ
て
工
場
代
理
人
と
の
接
触
を
保
っ
た
。
」

ト
レ
ジ
ャ
ラ
l
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
意
味
で
、
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
一
八
一
三
年
の
付
属
定
款
守
司
'
Uさ
る
か
ら
関
係

個
所
を
引
用
し
て
お
く
。

「
第
二
条

業
務
に
全
般
的
な
立
を
用
い
、
か
つ
法
律
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
他
の
行
為
を
行
う
べ
き
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
が
居
る
も
の
と
す

会
社
の
す
べ
て
の
金
銭
の
受
領
お
よ
び
支
払
を
な
し
、
す
べ
て
の
金
銭
債
権
お
よ
び
追
徴
金
の
徴
集
を
な
し
、
金
銭
土
の

る
。
そ
の
者
は
、
自
己
の
義
務
を
忠
実
に
履
行
す
べ
く
二
人
の
保
証
人
と
共
に
三
万
ド
ル
の
金
額
で
公
債
証
書
守

8
3
を
〔
担
保
と
し

て
〕
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
は
、
当
該
会
社
の
代
理
高
で
か
つ
代
理
人
で
あ
り
、
取
締
役
の
同
意
を
も
っ
て
株
式
の

購
買
お
よ
び
売
却
を
な
し
、
当
該
会
社
の
業
務
を
管
理
お
よ
び
諸
制
し
、
契
約
を
締
結
し
、
か
つ
取
締
役
に
よ
る
そ
れ
に
関
す
る
授
権
が

あ
る
と
き
に
は
、
会
社
の
為
に
債
務
契
約
を
締
結
す
べ
き
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
者
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ
l
で
、
代
理
人
か
っ



代
理
商
と
し
て
、
正
確
か
つ
明
確
な
方
法
で
自
己
の
計
算
書
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
取
締
役
に
よ
り
要
求
さ
れ
た
場
合
は
何
時
で

も
、
そ
れ
に
関
す
る
計
算
書
お
よ
び
会
社
の
業
務
に
関
す
る
真
実
の
報
告
書
を
提
示
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

第
三
条

取
締
役
は
五
人
た
る
も
の
と
し
、
そ
の
う
ち
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
が
一
人
と
し
、
か
つ
少
な
く
と
も
一
二
人
以
上
が
、
会
社
の
い
か

な
る
業
務
も
処
理
す
べ
き
員
数
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
者
達
は
、
配
当
を
宣
言
し
、
土
地
お
よ
び
工
場
な
い
し
工
場
立
地
を
購

(

初

〉

入
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
:
:
:
(
以
下
省
略
)
:
:
・
」

第
二
節

ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト

ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
付
属
定
款
第
二
条
に
み
ら
れ
る
通
り
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
は
「
会
社
の
業
務
に
関
す
る
真
実
の
報
告
書
」
を
取
締

役
会
式
)
究
に
年
二
回
提
出
し
、
こ
の
リ
ポ
ー
ト
を
基
に
取
締
役
会
に
お
い
て
配
当
額
・
率
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
が
提
出

す
る
リ
ポ
ー
ト
に
は
こ
の
他
、
年
一
回
株
主
(
総
会
)
宛
に
提
出
さ
れ
る
リ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
(
但
し
、
先
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
ズ
・
リ
ポ

ー
ト
を
受
け
て
取
締
役
か
ら
株
主
(
総
会
)
宛
に
提
出
さ
れ
る
事
例
も
あ
っ
た
。

:
以
下
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
と
表
示
〉
。

両
リ
ポ
ー
ト
共
、
書
記
に
よ
る
ペ
ン
書
き
で
あ
り
、
後
者
は
株
主
総
会
の
場
で
読
み
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
取
締
役
会
5

宛
リ
ポ
ー
ト
が
半
年
決
算
の
も
の
で
あ
り
、
株
主
(
総
会
)
宛
の
リ
ポ
ー
ト
が
一
年
決
算
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
内
容
は
、

取
締
役
(
会
)
宛
リ
ポ
ー
ト
の
生
産
高
・
利
益
額
等
を
正
確
に
合
算
し
た
も
の
(
従
っ
て
取
締
役
(
会
)
宛
リ
ポ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
一
密
度

の
も
の
)
か
ら
、
内
容
を
相
当
簡
略
化
し
た
も
の
ま
で
1

1
こ
の
方
が
多
い
ー
ー
ー
会
社
に
よ
っ
て
相
違
が
み
ら
れ
る
。
又
、
取
締
役
会

5

宛
リ
ポ
ー
ト
の
丙
容
も
、
会
計
数
値
に
若
干
の
説
明
を
加
え
た
一
葉
の
簡
単
な
も
の
か
ら
、
後
章
で
紹
介
す
る
よ
う
に
工
場
群
別
に
説
明

を
加
え
た
詳
細
な
も
の
ま
で
、
会
社
に
よ
っ
て
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

九
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一O
O

重
要
な
こ
と
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
が
、
今
日
の
大
企
業
の
財
務
諸
表
と
異
な
っ
て
、
対
外
的
な
公
表
を
前
提
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、
|
|
一
定
の
会
計
操
作
(
例
、
え
え
ぱ
準
備
金
に
よ
る
利
益
平
準
化
等
)
の
可
能
性
が
皆
無
と
は
-
一

(
時
代
に
よ
つ
て
増
大
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
少
数
)
及
び
取
締
役
へ
企
業
全
体
の
業
績
を
「
正
確
に
」
知
、
ら
り
せ
る
た
め
の
最
高
の
機
密

資
料
で
あ
る
と
い
、
う
つ
点
で
め
る
。
そ
れ
故
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
の
内
に
、
利
益
l
l
l
周
知
の
よ
う
に
固
定
資
産
の
取
替
法
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資
産
の
耐
用
期
間
に
毎
期
継
続
し
て
減
価
償
却
費
を
計
上
し
て
い
な
い
と
い
う
面
で
、
現
代
の
そ
れ
と
若
干
異

な
る
が
ー
ー
を
何
ら
か
の
資
本
に
関
連
さ
せ
る
計
算
が
見
出
さ
れ
れ
ば
、
先
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
指
摘
は
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
と
な
る

し
、
そ
の
よ
う
な
計
算
が
絶
無
で
あ
れ
ば
、
資
本
利
益
率
計
算
非
存
在
の
有
効
な
証
拠
提
示
と
な
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
・
戸
巧
・
ラ
ヴ
ェ

y
ト
ハ
月
号
。
三
男

F
C
J
1
2
0

氏
等
の

(

明

以

)

努
方
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
ニ
ュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
を
中
心
と
す
る
企
業
内
資
料
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
に
公
開
さ

ベ
ー
カ
ー
図
書
館
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
部
門
に
は
、

れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
内
、
二

O
世
紀
ま
で
存
続
し
た
綿
業
企
業
で
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
の
残
存
状
況
が
比
較
的
良
好
な
会

社
プ
ラ
ス
・
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
た
結
果
が
次
章
で
紹
介
す
る
内
容
で
あ
る
。

〈
お
)
小
林
袈
裟
治
「
北
部
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
綿
工
業
|
lア
モ
ス
キ
i
グ
製
造
会
社
の
経
営
史
|
|
」
『
経
営
史
学
』
第
二
巻
第
一
一
号
、

一
九
六
七
年
、
七
五
頁
参
照
。
(
同
論
文
は
小
林
袈
裟
治
円
ア
メ
リ
カ
企
業
経
営
史
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
)

(
時
)
「
南
北
戦
争
前
の
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
織
物
工
業
に
お
い
て
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ
l
事
務
所
は
、
ハ

i
ヴ
7
1
γ
大
卒
及
び
外
国
貿
易
の
パ
ツ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
又
は
二
J
一
ニ
社
の
布
販
売
会
社
の
一
つ
に
お
け
る
書
記
の
身
分
を
意
味
し
た
。
」
(
の

g門官
ω・
2
5姐コ回同
E
8・h
室町』同記口、円

同
】
立
と
目
町
田
谷
町

F
S
q
H
切
H
丸
山
弘

s
h
s
h町宮
、
岡
昌
弘

s
h
p
N白
H匂
i
H
U恥
b
u
出
肺
門
司
田

a
d
E
4自
門
回
目
円
一
『
押
印
町
田
"
の
E
H
H
H
t
吋
目
白
問
。
・
呂
田
目
的
・
・

H
u
g
-
一切・

M
M
0・
)

但
し
4
4
ロロ白
H
H
H

回
口
吋

Wot--ア
モ
ス
キ
i
グ
製
造
会
社
の
職
工
長
を
振
り
出
し
に
ロ

I
ウ
ェ
ル
・
マ
シ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ
i
に
昇
進
|

ー
の
よ
う
な
例
外
も
存
夜
し
た
@

(
ロ
〉
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
第
二
エ
場
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
メ
リ
マ
ッ
ク
河
畔
の
土
地
・
水
利
権
の
分
割
が
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
企
業
に
複



数
の
工
場
を
有
す
る
の
が
普
通
の
形
で
あ
る
@
例
え
ば
、
ブ
!
ト
ゥ
製
造
会
社
で
は
、
第
一
工
場
が
一
八
三
六
年
七
月
、
第
二
工
場
が
一
八
三
七
年

五
月
、
第
三
工
場
が
一
八
三
七
年
二
一
月
に
操
業
開
始
し
て
い
る
。
ロ
・
の
2
0問。

ω・
2

5・
bw-
円
HN-wH】円y
d
叶

1
2・

(
叩
印
)
司
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(MO戸日仏ユ
n
F
e・
2
T
U
-
M
H
・
な
お
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ
!
と
ニ
ュ

l
・
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
が
除
か
れ
て
い
る
の
は
、
両
地
に
お
い

て
は
ト
レ
ジ
ャ
ラ
l
が
工
場
に
事
務
所
を
設
置
し
て
お
り
、
絶
え
ず
工
場
と
按
触
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
@
(
忌
叩
-4HD
寸・

CC百四日
m
g
p
叫
dMNb
門UCH芯
お

出
向
き
虐
な
円
叫
忠
之
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h
h
a
E
aご
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¥
芯
同
円
、
さ
え
め
H
b
Z
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E

E
甘円四回目印
o
p
〉
ロ
関
口
凹
吉
田
宮
-H在
日

4
・
HVZず
-
u
Z
F
Z・
J1
・HD自

由
〕

匂・
H

一可申・)

(
刊
山
〉
〉
民
吋
叩
門
同

U
・の}岡田口品目白♂〕門
-
w
U
-
z
-
1
2
3
N由
同
白
苫
弘
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内
向
コ
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ミ
弘
q
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s
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S
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N
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H
a
s
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叫
JYO
∞色付ロ回目
u

同ι
g
g
o同
国
R
s
a
c白山認可回目
HM刊
号
叩
凹
♂
の
回
同
HH耳
目
白
問
。
・
呂
田
曲
目
・
伶
円
S
E
P
同∞

3
・
HU・

s・
鳥
羽
欽
一
郎
・
小
林
袈
裟
治
訳
司
経
営
者
の
時

代
|
|
ア
メ
リ
カ
産
業
に
ち
け
る
近
代
企
業
の
成
立

l
i』
上
、
東
洋
経
済
新
報
位
、
一
九
七
九
年
、
一
二

0
1
二
一
一
一
員
。

(
却
〉
〉
HVHU白
色
町
切
・
、
H，
FO
切可
iF目
当
問
。
同
門
げ
叩
閃
O凹
窓
口
冨
向
口
氏
2
2江
口
問
。
DBH)回
HHUコ
J
ロ
4
8
H
R
U
1
0同
吾
巾
図
。
的
門
O
D
Z目
白
色
白
円
HE円
吉
田
の
0・¥

切
mwwo円
ピ
σ同
国
門
司
・
こ
れ
は
渡
辺
喜
七
氏
(
京
都
産
業
大
学
)
が
原
資
料
よ
り
タ
イ
プ
さ
れ
、
ベ
ー
カ
ー
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
ち
の
で
あ
る
。

(
幻
)
内
容
に
つ
い
て
は
周
忌
向
け
巧
-
F
0
2ロ
侍

E

Sロ
向
。
・
盟
国
冨
ア
ミ
S

S町
、
宮
崎
言
切
怠
問
、
~
ぃ
&
ミ
ミ
w
k
H
C邑
九
円
出
向
同
口
伊
豆
、
ミ
ア
否
、

N
W
S
S
S
M
-
M
W
8
3ロ
苦
吟

S
h出
句
。
円
九
品
目
同
宣
ミ
ド
、
H，
Z
呂
田
ロ
ロ
田
口
円
目
立
山
口
叩
古
田
え
5
0
D
H
O同
回
目
W
R
H
B門出吋
u
J
5寸
∞
・
を
参
照
の
こ
と
a

第
三
章

資
本
金
利
益
率
計
算

表

5
が
、
既
述
の
基
準
で
選
択
し
た
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
の
現
存
状
、
記
(
存

在
は
門
川
〕
で
示
さ
れ
る
。
)
と
ト
レ
ジ
ャ
ラ
!
の
氏
名
並
び
に
資
本
金
利
益
率
計
算
の
存
在
状
況
〈
存
在
ば
女
及
び
特
で
示
さ
れ
る
。
)
を

一
示
す
総
括
表
で
あ
る
。
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
各
社
は
、
そ
の
前
身
に
お
い
て
ス
レ

i
タ
!
と
の
関
係
を
有
す
る
会
社
(
例
え
ば
ア
モ
ス

〈
幻
)

キ
i
グ
製
造
会
社
〉
5
0田
宮
お
呈
同
ロ
ロ
同
常
吉
江
口
問
。
。
・
)
も
あ
る
が
、
全
て
株
式
会
社
形
態
で
「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業
で
あ
る
。

な

ぉ
、
ア
モ
ス
キ

l
グ
製
造
会
社
及
び
ナ
ッ
シ
ュ
ア
製
造
会
社

Z
S
F
S
冨
吉
正
母
百
円
山
口
問
。
0・
が
ニ
ュ
1
0

・
ハ
ン
プ
シ
ャ

i
州
に
所
在

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

。
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Merrimack Manufacturing Co.の資本金利益率計算

(Baker Manuscripts MSS : 442 C-5) 

Sales 

事2，966，388

2，761. 988 

2，748，144 

3，107，985 

2，912，774 

3，124，506 

1，435，719 

1，098，839 

2，225，887 

1. 322， 973 

2，067，728 

1. 486， 975 
2，396，087 

1，791. 084 
2，238，540 

1，701.178 

2，007，404 
1. 719， 154 
2，062，905 
2，346，312 

1. 645，978 

1. 870， 460 
1，792，678 
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1. 794， 217 
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表 5-1

事2，500，000 $147，037.86 

2，500，000 $ 77， 036.35 215，406.29 

May 11， 1878 

May 10， 1879 

11. 46 286，463.62 2，500，000 142，476.50 May 15， 1880 

15.63 2，500，000 128，638.67 390，703.45 May 14， 1881 
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"'1. 90 
3.27 

3.01 
6.25 
ι29 
3.03 
3.19 
"'5.77 

75，770.76 160，888.78 

May 15， 1886 2， 500， 000 78， 916.15 152， 167.85 

May 14，1887 2，500，000 75，368.50175，227.69 

May 26， 1888 2，500，000 106，385.20 229，353.14 

~ May 25， 1889 2，500，000 94，250.18 90，759 

Nov. 23， 1889 2，500，000 96，001. 89 94，572.05 

May 24， 1890 2，500，000 77. 782. 95 81，497.11 

Nov. 29， 1890 2，500，000 78，292.86 70，951. 36 
Mey 23，1891 2，500，000 42，987.90 33，303.50 

...:. Nov. 28， 1891 2，500，000 77，941. 63 77，094.99 

g May 28， 1892 2， 500， 000 96，628.43 91. 281.88 

e Nov. 26， 1892 2，500，000 81. 496.84 97，078.99 

i3 M勾. 27， 1893 2，500，000 75，305.92 158，809.ω 

Jl Nov. 25， 189唱 2，50仏000 7官，799.47 7喝，491.55

May 26， 1894 2，500，000 75，096.73 83，899.26 

Nov. 24， 1894 2，500，000 8渇， 190.91 77. 044.18 

May 25. 1895 2，500，000 92.311.82 75.940.91 

Nov. 30， 189喧 2.500.000 139.490.53 107.378.71 

May 23. 1896 2.500.000 137.879.84 49，709.31 
Nov. 28， 1896 2.500.000 95.166.75 28，586.91 
May 29，. 1897 2.500.000 24. 135.86 "'21，030.89 

Nov. 27. 1897 2.500.000 "'73.288.65 <>47.424.51 

May 28， 1898 2， 500， 000 44， 286.23 81， 734.88 

Nov. 26. 1898 2，500，000 48，819.23 77.436.80 
May 27， 1899 2，500，000 134，184.38 156，665.15 
Nov. 25， 1899 2，500，000 166，542.73 107，358.35 
May 26. 1900 2，500，000 167.270.78 75，728.25 
Nov. 24. 1900 2，750，000 180，449.25 87，638.66 
May 25， 1901 2，750，000 216，339.41 "'158，814.64 
Nov. 30， 1901 2，750， 000 309， 796.94 
May 31， 1902 2，750，000 310，151.86 

Net Profit 
〈注〉 必の数値は原文の通り。 の数値は筆者の計算。

Capital Stock 
aは損失を示す。

85，803.01 154，662.45 

2，500，000 

2，500，000 9， 1885 May 

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一O
三



Nashua Mfg. Co.の資本金利益率計算
(Bak巴rManuscripts MSS: 442 D-ll) 

Capital Stock Profit % 

表 5-2

立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
三
九
八
四
年
)

0 
四

Profit 
Capital Stock 

8.5% 

18.22 

(12.02) 

6.77 

8.84 

8.17 

2.54 

9.94 

5.61 

136， 630 a little more than 18% 

88，429 

81，748 

25，436 

about 8+炉

about 8 

2+ 
2 

about 10 

about 8 

6?:L *ネ
100 

June 6， 1827 
June 5， 1828 
June 1829 

June 1830 

June 1831 

June 1832 

June 1833 

Jun巴 30，1834 

June 1835 

June 1836 

June 1837 

June 7， 1838 
June 1839 

June 1840 

June 1841 

June 1842 

June 1843 

June 1844 

Dec. 18， 1844 
June 1845 

June 1846 

June 1847 

Dec. 15， 1847 
June 1848 

June 1849 

Dec. 15， 1849 

June 1850 

June 1851 

June 1852 

June 1853 

June 30， 1854 

June 30， 1855 
Profit 

の数値は筆者の計算。Capital Stock 
奪は見積計算。

“は補外に鉛筆書き。

Dec.の数値はディレクターへの半年決算の数値。

56，109 

事51，000

81，748 

32，487 

74，520 

事600，000
600，000 
600，000 
600，000 
600，000 

500，000 

500，000 

680，000 

480，000 

600，000 

600，000 
750，000 
750，000 

900，000 

900，000 

900，000 
750，000 
750，000 

750，000 

800，000 

1，000，000 

1，000，000 

1，000，000 
1，000，000 
1，000，000 
1，000，000 

1，000，000 

1，000，000 

1，000，000 
1，000，000 

く注〉



Lawrence Manufacturing Co.の資本金利益率計算

(Baker Manuscripts MSS: 442 D-9j10) 

Profit 
Capital St刀ck

26.67% 

24.00 

16.47 

% 
67 

261
UOO% 

24 

about 16 

Profit 

$400，000 
360，000 
247，000 

Capital Stock 

事1，500，000
1，500，000 
1，500，000 

表 5-3

Jnue 11， 1872 

" 10， 1873 

" 9， 1874 

15.56 

14.76 

し
た
他
は
、
全
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
所
在
し
た
会
社
で
あ
る
。

表
5
i
ー
か
ら
表
5
|
5
は
、
資
本
金
利
益
率
計
算
の
各
社
別
内
訳
を
示
し
て
い
る
。

第
一
節

(
全
社
的
な
)
資
本
金
利
益
率
計
算

15÷ 

about 14-1 
233，371 

221，336 

表
5
及
び
表
5
1
1
t
表
5

5

を
検
討
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
が
出

来
る
。-

1
、
「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業
の
鼻
祖
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
に
お
い
て
は
、
ト
レ
、
シ
ャ
ラ

1，500，000 

11， 1878 

Pro符t
一一一一L 一一ーの数億は筆者の計算Capital Stock 

ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
は
一
年
分
(
一
八
七
四
年
)
を
除
い
て
現
存
し
て
い
な
い
が
、
デ
ィ

レ
ク
タ

i
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
利
益
を
何
ら
か
の
資
本
に
関
連
さ
せ

(

お

)

る
計
算
(
資
本
利
益
率
計
算
)
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

日
目
、
検
討
の
対
象
を
、
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
、
ラ
イ
マ
ン
・
ミ
ル
ズ
に
限
定
し
た
場
合

は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
利
益
を
何
ら
か
の
資
本
に
関
連
さ
せ
る
計
算

は
、
そ
の
存
在
が
否
定
さ
れ
る
。

出
、
し
か
し
、
検
討
の
対
象
を
表
5
の
よ
う
に
拡
大
し
た
場
合
に
は
、
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
い
て
は
、
利
益
を
資
本
金
に
関
連
さ
せ
る
資
本
金
利
益
率
計
算

〈注〉

が
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
よ
う
。
少
な
く
も
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造
会
社
及

1，500，000 

12， 1877 Jnue 

June 

び
ア
モ
ス
キ

i
グ
製
造
会
社
(
但
し
次
節
の
計
算
を
含
む
)
の
場
合
に
お
い
て
は
、
資

ニ
ュ
!
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一O
五



Amoskeag Manufacturing Co.の(全社的な)資本金利益率計算
(Baker Manuscripts MSS: 442 C-11) 

表 5-4

立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

Profit 
Capita1 Stock 

4.83% 

3.09 

6.22 

18.44 

23.13 

32.69 

21. 00 

6.40 

9.76 

6.70 

4.60 

6.30 

11.20 

11.90 

守.釘

7.もT

8.10 

3.06 

10.15 

16.11 

13.93 

20.17 

21.13 

11.52 

% 

18を%

23 

32 

21 

6占

10 

11 

H 
8 

16 

Profit 

事47，742
45，720 
91，520 

295，045 

370.000 

523，000 

420，000 

160，000 

244，000 

201，000 
137，991 

189，000 

336，000 
357，000 

224，125 
230，000 

243，000 
91，886 

304，375 
483，251 

417，986 

604，955 
633，955 

345，544 

Capita1 Stock 

事988，000
1，432，000 

1， 472， 000 

1，600，000 

1，600，000 
1，600，000 
2，000，000 
2，500，000 
2，500，000 
3，000，000 
3，000，000 
3，000，000 
3，000，000 
3，000，000 

3，000，000 

3，000，000 
3，000，000 

3，000，000 

3，000，000 
3，000，000 
3，000，000 

3，000，000 

3，000，000 

3，000，000 

23， 1841 

21， 1842 

21， 1843 

2 ， 1844 

24， 1845 
30， 1846 
20， 1847 

25， 1848 
31， 1849 

30， 1850 
31， 1851 
27， 1852 
29， 1853 
28， 1854 

31， 1855 
31， 1856 
28， 1857 

5， 1858 
4， 1859 

10， 1860 
2， 1861 

1， 1862 

6， 1863 
9， 1864 

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
L
L
:
.
-
“
-

M

・
“
.
，

u
叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

心

叫

叫

叫

叫

叫

叫

d

d

d

d

d

d

d

T

J

T

J

J

T

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

0

0

0

0

0

0

0

 

一O
六

3.61 3占

187，741 
300，153 
162，996 

220，608 

209，281 
187，058 

108，212 

164，719 
171，188 

30， 1881 

2， 1882 
2， 18位

4， 1883 
4， 1883 
4， 1884 
8， 1884 

6， 1885 
10， 1885 

Profit 
の数値は筆者の計算。Caoital Stock 

3，000，000 

Nov. 

June 

Dec. 

June 

Dec. 

June 

Dec. 

June 

Dec. 

〈注〉



資料 1 資本金利益率と配当可能利益率

The profits of the year are viz 1st 6 mo[nthJs 128，500= 8% 

2nd 1/ 1/ 241， 500戸 15%$ 370，000 
or 23 Pct[ = %J in all， mostly from manufacturing and the balance to 

the Credit of P [rofit] & Loss before the dividend is $ 478，700-or 

nearly 30 Pct. 

(出典〉 “Treasurer's report to the Proprietors of the Amoskeag Mfg. Co." July 24， 

1845. 

本
金
利
益
率
計
算
が
継
続
性
を
有
し
て
い
る
事
を
指
摘
出
来
る
。

(
我
々
は
資
本
金
利
益
率
計
算
を
資

本
利
益
率
計
算
の
一
先
駆
形
態
と
考
え
る
。
)

-w
、
我
々
は
資
本
金
利
益
率
計
算
が
配
当
金
計
算
目
的
を
意
識
し
た
技
術
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い

が
、
資
料
1

(及
び
次
節
の
計
算
)
に
よ
っ
て
配
当
金
計
算
目
的
と
は
別
の
、
業
績
評
価
目
的
を
意
識

し
た
「
管
理
技
術
」
の
一
つ
と
し
て
把
握
す
る
。

つ
ま
り
、
資
本
金
利
益
率
は
、

(
当
期
)
利
益
/
資

本
金
で
あ
っ
て
(
資
料
ー
で
は
一
期
八
Mm
、

二
期
一
五
銘
、
年
間
で
二
三
銘
〉
、

前
期
繰
越
剰
余
金
十

当
期
利
益
/
資
本
金
(
資
料
ー
で
は
約
三

O
M
)
で
は
な
い

l
l配
当
金
計
算
目
的
か
ら
は
後
者
で
あ

る
は
ず
ー
ー
ー
と
い
う
形
式
面
か
ら
も
、
又
次
節
で
検
討
す
る
実
質
面
か
ら
も
、
業
績
評
価
目
的
の
「
管

理
技
術
」
と
把
握
す
る
。

て
し
か
し
、
現
代
企
業
の
管
理
技
術
と
異
な
り
、
こ
の
「
管
理
技
術
」
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
個
人
に
帰

属
す
る
管
理
技
術
で
あ
っ
て
、
経
営
者
教
育
等
を
通
じ
て
企
業
内
に
継
承
・
蓄
積
さ
れ
る
管
理
技
術
と

は
言
え
な
い
。
こ
の
事
は
、
例
え
ば
、

ロ
ー
レ
ン
ス
製
造
会
社
ハ
戸
担
当
円

g
g
宗
自
己
宮
内
仲
良
山
口
問
。
。
・
)

で
T
・
ジ
ェ
フ
ァ

l
ソ
ン
・
ク

i
リ
ッ
ジ
(
↓
・
し
す
内
向
。
吋
問
。
ロ
の
0
0
ロ
a
m
o〉
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
資
本

金
利
益
率
計
算
が
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
が
「
冨
・

ω由円四
O
D
H

に
変
っ
て
以
降
計
算
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
及

び
ア
モ
ス
キ

l
グ
製
造
会
社
に
お
い
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
イ
モ
リ
l
(
4
ヨ
E
m
g
〉

B
R
U
U
の
下
で
継

続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
計
算
(
内
容
は
後
述
)
が
、
の
冨
ロ
ロ
山
口
問
。

E
3
及
び

T
・
ジ
ェ
ブ
ァ

l
ソ

ン
・
ク
l
リ
ッ
ジ
の
下
で
必
ず
し
も
継
続
性
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
メ
リ
マ
ッ
ク
製

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一O
七
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緩

S短時'5~作自E駅
~111

にく終Jl1tìわ
(

1
長
〈
包
叶
〉

1
0
<
 

表
5
-

5
 
A
m
o
s
k
e
a
g
 M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g
 Co.

の
工
場
群
別
資
本
(
金
〕
利
益
率
計
算

(
B
a
k
e
r
 M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
s
 M

S
S
:
 442 

C
-
1
1
)
 

O
ld

 M
i11
s
 

N
e
w
 M

i11
s
 

Capital 
Stock 

Profit 
Capital 

%
 

Profit 
Capital 

%
 

July 
21 ，

 1843 
事
1，472，000

事
16，777

事
120，000

1
3
t
 %

 
1
3
.
9
8
%
 

事
92，210

事
700，000

1
3
%
 
1
3
.
1
7
%
 

July 
2
，
 1844 

1，600，000 
59，118 

100 ，000 
59 

59.12 
211，211 

700 ，000 
30 

30.17 

July 
2
4，

 1845 
1，600，000 

48，000 
100 ，000 

48 
48.00 

265，000 
(1，

000，000) 
26 t

 
26.50 

July 
30，

 1846 
1，600，000 

58，000 
100 ，000 

58 
58.00 

423，000 
(1， 

200，
 

000) 
36 

35.25 

ー
乙July

20，
 1847 

2，000，000 
37，500 

100，000 
3
7
1
 

37.50 
223 ，000 

1，250，000 
17 

17.84 

July 
25 ，

 1848 
2，500，000 

10，000 
100，000 

10 
10.00 

116 ，000 
(1，

250，000) 
H

 
9.28 

July 
31 ，

 1849 
2，500，000 

Batting M
i11 

158，000 
(1，

250，000) 
13 

12.64 

July 
30，

 1850 
3，000，000 

4，400 
208，000 

2，000，000 
10 

10.40 

July 
31，

 1851 
3，000，000 

4，500 
100，000 

2，000，000 
5
 

5.00 

July 
2
7 ，

 1852 
3，000，000 

4，000 
160，000 

2，000，000 
8
 

8.00 

July 
29 ，

 1853 
3，000，000 

4，600 
272，000 

(2，
 

000，
 

000) 
14 

13.60 

July 
2
8 ，

 1854 
3，000，000 

3，012 
241 ，285 

(2 ，000，000) 
14 

12.06 

July 
31 ，

 1855 
3，000，000 

546 
163，204 

2，000，000 
8
 

8.16 

July 
31 ，

 1856 
3 ，000，000 

148，055 
2，000，000 

7
 

7.40 

July 
2
8 ，

 1857 
3，000，000 

2，739 
217，000 

2，500，000 
8
i
 

8.68 

O
ct. 

5，
 1858 

3，000，000 
1 ，751 

85，801 
2，000，000 

4
士

4.29 

Oct. 
4 ，

 1859 
3，000，000 

303，640 
2，000，000 

ネ
15.18 

Oct. 
10 ，

 1860 
3，000，000 

3，523 
411

，256 
(2，000，000) 

20 
20.56 

O
c t. 

2，
 1861 

3，000，000 
"'1
，937 

370，490 
(2，500，000) 

15 
14.82 

O
c t. 

1，
 1862 

3，000，000 
544，759 

(2，000，000) 
25 

27.24 

Oct. 
6 ，

 1863 
3，000，000 

620，103 
(2 ，000，000) 

30 
31. 

01 

O
c t. 

9，
 1864 

3，000，000 
302，438 

(2，
 

000，
 

000) 
15 

15.12 



Hoocksett 
M
a
c
h
i
n
e
 S
h
o
p
 

L
a
n
d
 &

 W
a
t
e
r
 P
o
w
e
r
 

Profit 
Capital 

%
 

Profit 
Capital 

%
 

Profit 

]uly 
21

，
 1843 

"450 
July 

2
，
 
1844 

July 
2
4
，
 1845 

事
17

，000
事
120

，000
1
5
%
 
1
4
.
1
7
%
 

July 
30

，
 1846 

31
，000** 

2
0
 

July 
20

，
 1847 

13
，300 

140
，000 

9
き

9.50 
事
52

，000
2
5
%
 

July 
25

，
 1848 

"2
，100 

17
，000 

July 
31

，
 1849 

"2
，000 

3
0
，000 

July 
3
0
，
 1850 

"2
，000 

2
3
，000 

July 
3
1， 

1851 
"6

，600 
50

，000 

July 
27

，
 1852 

"800 
35

，000 
事
400

，000
8
 

8
.
7
5
%
 

事
55

，000
July 

29
，
 1853 

18
，900 

(1
80

，000) 
10 

10.50 
42

，000 
500

，000 
8
 

8.40 
2
，000 

July 
28

，
 1854 

10
，260 

96
，423 

37
，821 

July 
31

，
 1855 

502 
600 

76
，441 

July 
31

，
 1856 

6
，752 

ム
11

，000

July 
2
8
，
 1857 

6
，300 

"40
，000 

53
，459 

O
c
t. 

5
，
 1858 

"645 
"20

，000 
2
6
，475 

Oct. 
4
，
 1859 

"2
，860 

3
，576 

2
7
，896 

Oct. 
10

，
 1860 

2
4
，805 

(200
，000) 

12 
12.40 

2
0
，000 

2
3
，665 

Oct. 
2
，
 1861 

8
，432 

41
，000 

Oct. 
1
，
 1862 

18
，310 

4
0
，000 

Oct. 
6
，
 1863 

13
，860 

(1
80

，000) 
8
 

7.70 

Oct. 
9
，
 1864 

ム
5
，425

48
，531 

〈
注
〉

*
 exceeds 109百

on
the 

whole capital 
.* 

209百
に
対
応
す
る
の
は
利
益
の
%
の
23

，250
で
120

，000
に
対
し
19.389百。

ム
は
損
失
を
示
す
。
%
の
次
の
欄
は
下 CP二aroI五at

工at
了1
で
数
値
は
筆
者
の
計
算
。

Capital
の

(
)
内
は
%
か
ら
の
逆
算
，
又
は
前
・
後
年
よ
り
推
定
。

1I 
~
ー
・
ャ
入
、

IÎ'入
Zι濃

紺
H
<1判~

U
*
~
ご
時
期
*
~
同
定
相
時
お
株
G
t惚}ト

G
Í!事尽

U
0
ニ
ド

1
0
1'ミ



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

資料2 ナッシュア製造会社の1827年の計算

The profit a1ready apparent， circumstances as we are， authorises us 
to expect the sum above stated as profits.一一一

From the aforesaid profits ……...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..$ 63， 470. 41 

shou1d be deducted probab1e 10ss of inter巴st・..…・・・… 4000. 

expense of repairing 10wer dam & contingencies...…3000. 

Loss on Stock & Stock notes (say) ...・H ・-…………… 3000.

& proportion of current expenses…・...・H ・....・H ・- 型型.J1 12，470.41 

1eaving on our trust a profit of......…...・H ・..………………事51，000

or about 8! per cent on our Capita1 which may fair1y be divided during 

the next year， if the markets continue favorab1e， bad debts & unforese-

en 10ss excepted. 

(典出〉 “Reports of the Directors of the Nashua Manufacturing Co. at the annual 
Meeting，" June 6， 1827. 

一一

O

造
会
社
で
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
が
円
切
・
。
円
0
4
司ロ

E
R
E
-。
か
ら
の
・
戸
口
田
-
S
D

に
変
っ
て
以
降
、
資
本
金
利
益
率
計
算
が
継
続
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
等
か
ら
判
断
し
う
る
。

-m
、
表
5
で
最
も
古
い
資
本
金
利
益
率
の
計
算
は
、
ナ
ッ
シ
ュ
ア
製
造
会
社
の
一
人

二
七
年
の
計
算
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
資
料
2
に
掲
げ
た
よ
う
に
「
も
し
市
場
が

良
好
な
ま
ま
持
続
す
る
な
ら
ば
」
次
年
度
に
配
当
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
約
八

M
M
の

資
本
金
利
益
率
と
い
う
見
積
計
算
で
あ
り
(
実
績
計
算
は
一
八
三
四
年
以
降
)
、

配
当
金
計
算
目
的
を
色
濃
く
反
映
し
た
古
い
形
態
を
示
し
て
い
る
。

"
四
、
な
お
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
が
指
摘
し
た
原
価
と
関
連
さ
せ
た
利
益
の
事
例
は
、
販

(
M
V
 

売
価
格
(
特
に
紡
績
機
械
の
)
決
定
目
的
の
計
算
に
関
し
て
少
数
が
見
出
せ
る
の

み
で
、

「
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
〔
業
績
評
価
の
た
め
に
利
益
を
〕
業
務
の
原
価

と
関
連
さ
せ
て
評
価
し
た
」
と
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
節

そ
の
他
の
資
本
金
利
益
率
計
算

(1) 

工
場
群
別
資
本
(
金
)
利
益
率
計
算

表
5
お
よ
び
表
5

5

に
み
る
通
り
、
ア
モ
ス
キ

l
グ
製
造
会
社
で
は
、
ト
レ
ジ
ャ

ラ
l
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
イ
モ
リ
l

(
以
下
エ
イ
モ
リ
!
と
略
示
)
の
下
で
、

一
八
四



資料3 アモスキーグ製造会社 NewMillsの資本〈金〕利益率計算

一一AmoskeagNew Mil1s一一
… the profits ... $ 57，5旦ニ74which is 8 Pct C=%lon the cost of the 

Mi11s and the quick capital n巴cessaryto carry on the business of those 

mi11s advantageously， say 事700，000.. 

〈出典〉 “Treasure's report to the Directors of the Amoskeag Mfg. Co.，" JuJy 20， 
1843， 

一一一

t
六
四
年
の
長
期
に
一
旦
っ
て
工
場
群
別
資
本
(
金
)
利
益
率
の
計
算
が
行
な
わ
れ
た
。
同
社
で
は
、
現
存
す

る
最
初
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ
I
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
(
一
八
三
八
年
)
で
場
所
別
に
(
具
体
的
に
は
、

H
H
一回目
M円

040ロ
凶
作
ロ
門
田

s
g
a
m
-
a
o
丘

5
0
江
4
2
H
ニュ

I
・
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
州
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
の
メ
リ
マ
ッ
グ
河
東
岸
に
立

地
、
後
の

2
0
4
4

昌
巳
ω
|
|
新
工
場
h
l
が
完
成
す
る
の
は
一
八
四
一
年

l
l、
krsszpmZ呂田

M
M
H

〉目

5
2
Z
m
m
u
メ
リ
マ
ッ
ク
河
西
岸
に
立
地
す
る
、
後
の

O
E
Z
E目、

及
び
出

ooW23
冨
巴
)
利
益
を
含
む

説
明
1
1
1
利
益
に
関
し
て
は
後
二
者
の
み
ー
ー
が
あ
り
、
更
に
全
社
的
な
利
益
額
及
び
固
定
資
産
投
資
額
の

順
序
で
三
頁
に
亘
る
説
明
が
あ
り
、
そ
の
他
試
算
表
、
固
定
資
産
明
畑
、
流
動
資
産
の
メ
モ
が
添
付
さ
れ
て

、
:
。

3
t
t
、

し
た
一
作
お
ド
ト
h

一
企
業
内
に
、
土
地
・
水
利
開
発
、
機
械
工
場
、
紡
績
・
織
布
工
場
の
三
つ
の
業
務
を
抱

え
る
多
角
経
営
、

い
わ
ゆ
る
「
混
成
会
社
」
守
苦

5
8
3
8己
で
あ
る

|
l他
の
「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」

企
業
、
例
え
ば
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造
会
社
で
は
、

一
八
二
五
年
に

HMg目
E
0
8
2
0同
吾
O
F
S
W
印
山
口
。
の
お
白
色
白

O
D

冨
O
耳目
B
R
W
H
2
4
2
に
土
地
・
水
利
開
発
及
び
機
械
製
作
部
門
を
譲
渡
し
、

紡
績
・
織
布
に
特
化
し
た

例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
発
展
の
過
程
で
資
本
的
に
関
連
し
た
複
数
の
企
業
に
分
離
独
立
さ
せ
る
の
が
通
例

ー
ー
ー
の
に
加
え
て
、

一
八
三
六
年
に
の

g
g己
冨
自
民
営
吉
江
口
ぬ
の
O
B
M
M
O
ロ
司
を
吸
収
合
併
し
た
事
も
あ
っ

て
工
場
の
地
理
的
分
散
が
顕
著
で
あ
っ
た

i
l同
g
E
2円
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
の
七
マ
イ
ル
北
、

。。出口
O
円
円
同

は
同
一
五
マ
イ
ル
北
に
所
在
|
|
。

」
れ
ら
の
要
因
が
場
所
別
の
利
義
額
の
把
撞
を
必
要
と
し
た
と
思
わ
れ

る。

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

吏
に
同
社
で
は
一
八
四
三
年
か
ら
、
場
所
別
の
利
益
額
を
、
工
場
群
別
資
本
(
金
)
額
と
関
連
さ
せ
る
計
算



を
実
施
し
た
。

立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
例
を
資
料

3
に
掲
げ
よ
う
。

ア
モ
ス
キ

i
グ
製
造
会
社
の

2
0当
冨
呂
田
(
こ
の
時
点
で
は
二
つ
の
工
場
)
の
半
期
の
利
益
五
七
、
五
六
一
・
七
四
ド
ル
が
こ
の
工
場

群
の
「
固
定
資
本
十
流
動
資
本
」
つ
ま
り
工
場
群
の
資
本
額
七

C
万
ド
ル
と
関
連
づ
け
ら
れ
八
%
と
算
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

七

O
万
ド
ル
は
、
工
場
の
(
取
得
)
原
価
十
流
動
資
本
の
額
で
あ
る
か
ら
、
字
義
通
り
に
は
序
で
の
分
類
に
従
っ
て
工
場
群
別
総
資
本
と

ハ
お
〉

把
握
す
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
実
態
的
に
は
会
社
全
体
の
資
本
金
を
工
場
群
別
に
割
り
振
ヲ
た
工
場
群
別

資
本
金
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

表

5
1
5
に
詳
細
が
示
さ
れ
る
こ
の
工
場
群
別
資
本
(
金
)
利
益
率
計
算
は
、
各
工
場
群
が
独
立
の
企
業
と
し
て
利
益
の
内
か
ら
配
当

アモスキーグ製造会社 NewMillsの

14年間の利益のメモ

Memo of New Mil1s. Profit & Loss Acct. 
14 Years ending Ju1y 1st 1856. 

Commencing July 1 st 1842 

資料4

94，432 
213，456 
266，819 
425，534 

223，583 
116，755 

157，217 

208，175 

103，033 

159，793 

273，068 

241，286 
163，205 
148，055 

S2，794，411 

Equal t刀 199，600，pr Annum. 

hich is 14 ，22， % 11 do 
A明，

on $1， 400， 000 the average 
Capital properly assignable 
to the New Mills. 

(出典) "T町 asurer'sreport to the Proprietors of 
the Amoskeag Mfg. Co.，" July 31， 1856. 

1843 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

Net Profit per 14 Years. 

Profit to July 1st 

を
行
な
う
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
か

り

明
り

工か
場に
群 配
別当
の金
業、計
績、算
評、目
価、的
目、と

的、は
を別
有の
す
。
と
解
さ
さ

る

を

え

な

ぃ
。
こ
の
点
を
更
に
明
確
に
す
る
の

が

一
八
五
六
年
時
点
で
作
成
さ
れ

た、

Z
α
d司

Z
E印
に
つ
い
て
の
一
回

年
閉
め
利
益
額
、
年
平
均
利
益
額
、

年
平
均
資
本
(
金
)
利
益
率
の
計

算
、
出
。
O
W
8
2
に
つ
い
て
の
一
七
年



資料5 .~ストンヱ業会社の製品別資本金制益率

Du:dng this period [May 1; 1872-May 1， 1881] the profits have been 

about事974，000ot 15% per annum， of which事430，000.-has been paid 

in Dividends or average of 6.61%， and $ 544， 000.-or 8.39% has been 

spent in improving Property. This profit has arisen ftom 

Cloth $ 443， 000.ー事49，222.-per annum 6.80勿

Bleach巴ry 378，000. - 42，000. - 11 11 5.80% 

Hosiery ユ53，000.二 17，000.- 11 " 2.40% 

974，000. - 108，222. - 11 " 

〈出典〉 “Directors' minutes of the Boston Mfg. Co.， 1881." 

on Capital 

11 do 

11 do 

間
の
そ
れ
ら
の
計
算
、

及
び
宮
ω岳
山
口
。

ω
g句
に
つ
い
て
の
一
六
年
間
の
そ
れ
ら
の
計
算
に
関
す

る
メ
モ
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
内

Z
9司
宮
己
的
に
つ
い
て
の
み
掲
げ
る
と
資
料
4
の
通
り
で
あ
り
、

一
四
年
間
の
平
均
利
益
一
九
九
、
六

0
0ド
ル
が
平
均
資
本
(
金
)

一
、
四

0
0、
0
0
0ド
ル
に

対
し
一
四
・
ニ
一

Mm
〔
厳
密
に
は
一
四
・
二
六
銘
〕
と
計
算
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
な
お
、
資

料
4
の
各
年
度
の
利
益
額
は
必
ず
し
も
表
5
1
5
の
利
益
額
と
一
致
し
な
い
。
ト
レ
ジ
ャ
ラ
i
ズ
・

リ
ポ
ー
ト
の
各
年
の
数
値
が
概
数
を
使
用
し
て
い
る
故
で
あ
る
。
)

(2) 

製
品
別
資
本
金
利
益
率
計
算

表
5
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
一
入
八
一
年
の
小
委
員
会
報
告
(
ト
レ

ジ
平
ラ

i
開

a
g
c
p門
H
U項
目
的
宮
、
社
長
T
・
ジ
ェ
フ
ァ

l
ソ
ン
・
ク
!
リ
ッ
ジ
、
取
締
役
』
。
F
p
〉・

〉
忌
2
8ロ
の
三
者
に
よ
る
小
委
員
会
)
で
、
資
料
5
の
よ
う
に
布
・
漂
白
・
洋
品
の
別
に
九
年
間

(
一
八
七
二

1
入
一
年
)
の
累
積
利
益
額
(
全
体
で
九
七
回
、

0
0
0ド
ル
、
内
、
布
四
四
三
、
。

0
0ド
ル
、
漂
白
三
七
人
、

0
0
0ド
ル
、
洋
品
一
五
一
二
、

0
0
0ド
ル
〉
、
年
平
均
利
益
額
(
全
体

で一

O
入
、
ニ
ニ
ニ
ド
ル
、
内
、
布
四
九
、
二
一
一
二
ド
ル
、
漂
白
四
二
、

0
0
0ド
ル
、
洋
品
一
七
、

0
0
0ド
ル
)
、

及
び
年
平
均
資
本
金
利
益
率
(
全
体
で
一
五
勉
、
内
、
布
六
・
入
鋭
、
漂
白
五
・

八
第
、
洋
品
二
・
四
%
)
が
計
算
さ
れ
て
い
た
。
平
均
資
本
金
利
益
率
の
分
母
は
、
こ
こ
に
は
明
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
社
の
九
年
間
の
全
社
的
資
本
金
の
加
重
平
均
七
二
二
、
二
二
二
ド
ル
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
製
品
別
資
本
金
利
益
率
計
算
は
、
先
の
ア
モ
ス
キ
l
グ
製
造

ニ一ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一
一一一



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
一
四

会
社
の
計
算
と
は
異
な
り
、
資
本
金
の
分
割
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
製
品
別
の
利
益
を
全
社
的
資
本
金
に
関
連
づ
け
る
計
算
で
あ
っ
た
と
理

解
さ
れ
る
。

(3) 

工
場
加
資
本
金
利
益
率
計
算

ア
モ
ス
ギ

i
グ
製
造
会
社
の
工
場
群
別
資
本
(
金
)
利
益
率
計
算
は
、
筆
者
が
検
討
し
た
限
り
で
は
、
同
社
一
社
に
と
ど
ま
る
特
殊
な

事
例
で
あ
る
が
、
工
場
別
資
本
金
利
益
率
計
算
と
一
般
化
し
た
場
合
に
は
か
な
り
普
及
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
可
能
性
を
次
の
文
章
が
示

唆
し
て
い
る
。

一
八
四
二
年
に
出

3
弓

F
g
〈
彼
は
一

λ
三

O
年
の
下
院
議
員
選
、
挙
の
際
に

Z
白
神
宮
口
〉
苫
否
。
ロ
と
座
を
争
い
破
れ
て
い
る
。

前

出
の
図
3
の
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
の
一
員
で
あ
り
、
彼
の
妻
は

富
山
吋
吋
守
口
付
由
。
ロ
で
あ
る
。
)
は
、

パ
リ
に
居
る
息
子
の
民

g
ミ
F
o
p
p
に
次
の
よ
う
に
手
紙
を
書
い
て
い
る

Q

「
改
革
派
が
ト
ッ
プ
に
あ
る
巧
B
〉
M
U
1
2
2
と
協
働
し
て
い
る
。
そ
し
て
の
g
t
-
B
D
P
(
U
O目。・

Hi2w吉田
u

岳
巾
閃
円
O
O
E・同・

司

E
R
U
〔
の
与

OH〕
・
国
・
。
与
え
喝
の
巾
O
出
OJ司〔
σ〕
及
び
〔
会
社
か
ら
〕
給
料
を
得
て
い
な
い
、

並
び
に
給
料
を
受
け
て
い
る
人
か
ら
影

響
を
受
け
な
い
、
独
立
し
た
人
聞
の
殆
ん
ど
全
て
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
等
は

Fω
当円

g
g
Q
E
P
2的〕・

Z
・〔
H
Z丘町山口一〕

〉円以旬日
OHOD-
同
げ
叩

F
0
4
司
o
-
z
h
v
y
n
w
g
g
及
、
ひ
そ
の
支
持
者
の
結
合
し
た
力

ιよ
っ
て
抵
抗
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
れ
〔
抵
抗

す
る
力
〕
は
効
果
が
無
か
っ
た
。
〔
工
場
代
理
人
の
〕
給
料
は
引
き
下
げ
ら
れ
(
労
働
者
〈
へ
の
賃
金
?
V
U
六
カ
月
前
に
〉
工
場
に
お
い

て
よ
り
多
く
の
仕
事
が
な
さ
れ
た
。
工
場
の
必
要
に
先
立
っ
て
原
棉
の
一

O
、

一
二
、
及
び
一
四
カ
月
供
給
分
を
購
入
す
る
計
画
は
却
下

さ
れ
、
詰
責
さ
れ
、

一
部
は
中
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
管
理
者
は
、
来
年
は
自
分
達
が
南
部
で
よ
り
少
く
、
近
辺
で
よ
り
多
く
〔
原
棉
を
〕

購
入
す
る
で
あ
ろ
う
と
約
束
し
て
い
る
。

こ
れ
が
行
わ
れ
れ
ば
各
工
場
の
資
本
(
金
)
に
対
し
三
形
、
多
分
四

M

G
寄
与
若
田
仏
旬
。
円



〈
町
山
〉

(リ

o
E
O
D
F
o
g
-
s
z
え
の
山
各
自
己
)
〔
の
利
益
〕
に
等
し
い
で
あ
ろ
う
よ

(

幻

〉

「
そ
の
時
ま
で
に
こ
の
国
〔
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〕
が
経
験
し
た
最
悪
の
恐
慌
」
で
あ
り
、
そ
の
後
五

t
六
年
間
全
米
を
不
況
に
陥
れ
た

一
八
三
七
年
恐
慌
の
過
程
で
、
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
の
内
部
に
も
改
革
派
と
守
旧
派
の
抗
争
ハ
前
者
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
プ

ル
ト
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
イ
マ
ン
等
が
所
属
、
後
者
に
は
ロ
ー
レ
ン
ス
兄
弟
、
ネ
イ
サ
ン
・
ア
プ
ル
ト
ン
、

ロ
l
ウ
ェ
ル
家
、
ジ
ャ
ク
ソ

ン
家
等
が
所
属
)
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
改
革
派
に
よ
る
一
連
の
「
合
理
化
」
措
置
(
機
械
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
、
労
働
者
の
賃
金
引

き
下
げ
、
工
場
代
理
人
給
料
の
引
き
下
げ
、

原
棉
買
付
け
の
「
合
理
化
」
)
が
と
ら
れ
た
こ
と
、

並
び
に
一
連
の
「
合
理
化
」
措
置
が
、

各
工
場
の
資
本
〈
金
)
の
二
一

t
四
Mm
に
相
当
す
る
(
従
っ
て
工
場
別
資
本
金
利
益
率
を
コ
一

i
四
%
高
め
る
)
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
最
後
の
点
は
、
第
二
章
第
一
節
で
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
一
企
業
で
複
数
の
工
場
を
擁
す
る
の
が
通
例
で
あ

る
か
ら

l
l但
し

E
ロ
が
単
に
企
業
を
指
す
と
す
れ
ば
本
章
第
一
節
の
事
例
l
l工
場
別
の
資
本
金
利
益
率
計
算
が
ア
モ
ス
キ

l
グ
製

造
会
社
一
社
の
特
殊
事
例
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
一
般
性
を
も
っ
た
「
管
理
技
術
し
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ハ
担
)
小
林
袈
裟
治
、
前
掲
稿
、
六
八
頁
(
小
林
袈
裟
治
、
前
掲
害
、
一
五
九
頁
)
及
び
水
原
正
享
「
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期
の
企
業
者
、
サ
ミ
ュ
エ

ル
-
ス
レ
ー
ダ
ー
ー
ー
木
綿
工
業
に
お
け
る
貢
献
と
限
界
!
|
」
『
彦
根
論
議
』
第
一
五

O
巻
、
一
九
七
一
年
、
七
六
l
七
七
頁
@
な
お
ア
モ
ス
キ

ー
グ
製
造
会
社
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
小
林
袈
裟
治
、
前
掲
稿
の
外
、

M

寸
寄
与
吉

gr諸
国
内
む
き
な
え
宮
ミ
認
の
ロ
・
ミ
ミ
室
内
E
略
的
問
時

3
H『
喝
さ
尚
早

喜
志
と
ミ
~
弘
同
註
ロ
ミ
・

g
B在
日
日
仏
ず
可
の
0
8問
。
巧
同
H
a
o
ω
g
d司ロ
0・
K
戸

B
D田
宮
担
問
ロ
向
田
口
三
回
口
付
戸
片
山
口
聞
の
0・・
HUHm-
が
詳
し
い
。

(
幻
)
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
に
つ
い
て
は
、
目
5
2
0
5
.
5山口三
g
の
中
に
一
八
一
七
l
二
五
年
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
が
現
存
し
て
い

る
@
同
リ
ポ
ー
ト
は
、
書
記
で
あ
る
司
・
吋

J
H
R
E
S
-
-彼
は
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
で
も
あ
る
i
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
内
容
上
ト
レ
ジ

ャ
ラ
i
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
に
近
似
と
判
断
さ
れ
る
。
同
リ
ポ
ー
ト
の
中
に
一
個
所

R

回
口
当
凹
窓
口
己
目
。
白
目
。
〉
主
神
宮
叩

S
品
。
同

N

J

円
。
同
門
由
民
門
町
四

回肖

o
E
S
E
-∞
甘

吋

2
3
H
ω
g
n
r
F回
白
川
駅
間
)
門
・
〉
口
口
・
ョ
の
表
現
が
見
ら
れ
る
1

1
但
し
内
容
上
は
配
当
率
一
五
%
と
す
る
計
算
で
あ
る

l
l外

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
u
莱
に
お
け
る
資
本
金
利
義
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

五
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一
一
六

は
、
資
本
利
益
率
及
び
資
本
金
利
益
率
の
計
算
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
又
、
現
存
す
る
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
は
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l

H
W
仏

B
S品
ロ
主
同
宣
に
よ
る
一
葉
の
簡
単
な
も
の
(
一
八
七
四
年
)
で
あ
る
@

(
斜
)
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
、
注
川
の
指
摘
の
際
に
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
の

gお
叩

ω・
2
5・
e-円九時
4

沼
y

ロi
芯
・
を
念
頭
に
お
い
て
い
る

ょ
う
で
あ
る

Q

ト
レ
ジ
ゴ
フ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
の
検
討
か
ら
は
、
利
益
/
費
用
(
価
格
)
は
一
九

O
O年
に
近
い
頃
に
少
数
の
事
例
を
見
出
す
に
す

ぎ
ず
、
こ
れ
ら
が
業
績
評
価
目
的
で
は
な
く
、
価
格
決
定
自
的
に
深
く
関
連
し
て
い
る
事
は
次
の
文
晶
早
か
ら
読
み
と
れ
よ
う
@

「
契
約
の
完
成
及
び
機
械
の
引
き
渡
し
ま
で
は
、
何
ら
の
利
益
も
〔
損
益
計
算
書
へ
〕
計
上
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
し
、
計
上
さ
れ
え
な
か
コ
た
@

と
い
う
の
は
殆
ん
ど
の
場
合
、
契
約
に
よ
っ
て
利
益
は
実
際
原
価
の
一
定
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
さ
れ
、
勿
論
、
そ
の
実
際
原
価
は
同
一
物
〔
機
械
〕

の
引
き
渡
し
ま
で
は
確
認
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
勺
呂
田
口

E
S
ω
F
c
p
斗

5
2
=
5べ田

3
3
2
H
0
5
0
E円
2
g
g
え
吾
叩
〉

saws間

宮
自
民
R
E円山口問。
0

・
~
?
々
N
ア
民
怠
・
傍
点
は
引
用
者
。
〉

(
お
)
工
場
群
別
総
資
本
|
|
こ
う
解
す
る
場
合
に
は
注

ωの
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
指
摘
へ
の
反
誌
と
な
ろ
う
!
ー
で
は
な
く
、
工
場
群
加
資
本
傘
と
解

す
る
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

Q

①
表
5
1
5
で
各
年
度
の
工
場
群
別
資
本
を
合
計
し
て
も
、
会
社
全
体
の
資
本
金
ハ
会
社
の
総
資
産
は
当
然
こ

れ
よ
り
大
〉
を
超
え
な
い
こ
と
、
①
若
干
の
例
外
は
あ
る
が
、
会
社
の
資
本
金
が
増
大
し
た
際
に
工
場
群
別
資
本
も
増
大
し
て
お
り
、
両
者
に
関
連

が
み
ら
れ
る
こ
と
、
@
一
八
五
九
年
一

O
月
に
表
5

5

に
み
ら
れ
る
よ
う
に

z
g司
宮
出
回
目
の
利
益
三

O
三
、
六
四

0
ド
ル
を
会
社
会
体
の
資
本

金
三

O
O万
ド
ル
と
関
連
さ
せ
て
一

O
%強
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
①
一
八
四
五
年
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
で
、
新
工
場
ぬ
3
の

六
ヵ
月
の
操
業
に
ふ
れ
、
「
少
く
も
会
社
会
体
の
資
本
金
守
口
寄
叩
当

E
H四
円
目
立

gH〉
の
二
Mm
以
上
、
又
は
新
工
場
に
属
す
る
部
分
〔
工
場
群
別

資
本
〕
の
三
Mm
以
上
を
生
み
出
し
た
に
と
両
者
を
同
実
に
論
じ
て
い
る
こ
と
、
以
よ
で
あ
る
。

(
却
〉
回
目
ロ
ミ

Two-ω
円
4
F
}
2
O
P
E
-
U
1
5・
お
お

wHO
出
自
弓

HhW0・
』
了
吋
同
吋
山
田

U同叩ロロ
o
p
d『・

]10己
申
♂
同
コ
』
に
な
込
旬
。
号
室
内
出
h
市
町
三
同
18b

門川崎昌司

3
5
5
久

-hqaRFt同町内円切出向句、円
F
S
F
N
刊号
iH阻
止
出
向

g
E
C
E
4・
阿
川
町
四
回
目
・
。
回
目
耳
目
島
岡
田

w
宮世田日

-uHUω
ア
七

-HNm-

(
釘
)
回
目
司
D
E
C
-
Hり
さ
】
}
門
口
巾
♂
与
さ
雪
之
白
己
町
内
言
。
き
片
岡
定
。
ミ
・
回
目
弓

RhwHN04『

-z・J

同
-w
∞
s
o
a
-
-
H由
3
・日)・

5ω
・
小
原
敬
士
訳
『
ア

メ
リ
カ
経
済
史
』
上
、
至
誠
堂
、
一
九
六
八
年
、
二
一
八
頁
。



第
四
章

残
さ
れ
た
問
題

こ
れ
ま
で
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
に
基
づ
い
て
ニ
ュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業

ιお
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
な
お
残
さ
れ
た
問
題
を
二
点
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

第
一
点
は
、
資
本
金
利
益
率
計
算
と
い
う
「
管
理
技
術
」
が
ど
の
よ
う
な
伝
搭
経
路
で
普
及
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
伝
播
経
路
の
問

題
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
資
本
金
利
益
率
計
算
を
「
管
理
技
術
」
と
把
握
す
る
こ
と
の
是
非
を
含
め
て
、
資
本
金
利
益
率
計
算
の
内
容
が

資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
質
的
相
違
を
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
一
節

伝
播
経
路

伝
播
経
路
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
表
5
で
み
た
通
り
、
ナ
ッ
シ
ュ
ア
製
造
会
社
の
一
八
二
七
年
の
計
算
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。

勿
論
、
現
存
資
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
と
い
う
限
定
付
き
で
は
あ
る
が
、
第
三
章
第
一
節
・

m
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
配
当
金
計
算
目
的
を

色
濃
く
反
映
し
た
古
い
形
態
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
比
較
的
古
い
方
の
事
例
に
属
す
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
、
こ
の
実
務
に
対
す
る
先
行
者
が
あ
っ
た
か
否
か
が
先
ず
問
題
で
あ
る
。
も
し
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
商
社
(
株
式
会

社
形
態
)
か
ら
の
継
承
面
の
可
能
性
が
大
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、

「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業
の
当
初
の
株
主
は
多
く
が
商
人
(
特
に

英
国
綿
製
品
を
取
扱
う
貿
易
商
)
で
あ
り
、
図
3
の
よ
う
な
闇
閥
を
有
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
キ
ャ
ポ
ッ
ト
・
ロ

i
ウ
ェ
ル
自
身
が
力
織
機

の
早
期
導
入
を
構
想
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
で
あ
っ
た
事
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
商
人
が
貿
易
商
社
の
実
務
に
直
接
触
れ

る
可
能
性
は
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
下
の
所
、
我
々
は
こ
の
可
能
性
を
否
定
的
に
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
紡
織
両
工
程

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一
一
七
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の
同
時
機
械
化
、
並
び
に
一
挙
に
大
規
模
化
を
試
み
た
1

1
し
か
も
ビ
ヴ
ァ
リ
!
工
場
の
失
敗
例
が
存
在
|
|
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
に
お

い
て
、
株
主
へ
の
配
当
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
く
、
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
社
の
実
践
か
ら
の
継
承
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
同
社
で
資
本
金
利
益
率
計
算
を
実
施
し
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
第
三
章
第
二
期
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
に
は
資
本
利
益
率
計
算
も
資
本
金
利
益
率
計
算
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
貿

易
商
社
の
実
務
か
ら
の
継
承
酉
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
但
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
商
社
の
実
務
に
お

け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
存
在
を
否
定
す
る
為
に
は
、
そ
の
実
務
に
つ
い
て
の
独
自
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
の
に
客
で

な
い
。
〉

次
に
ニ
ュ

I
・
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
に
お
け
る
伝
播
経
路
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

既
述
の
よ
う
に
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
は
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」

に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
訳
で
あ
ろ
か
ら
、
伝
播
者
と
し
て
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
に
着
目
し
、
こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
、
ア
モ
ス

キ
l
グ
製
造
会
社
で
工
場
群
別
資
本
(
金
〉
利
益
率
計
算
を
行
な
っ
た
エ
イ
モ
リ

l
、
及
び
ロ
ー
レ
ン
ス
製
造
会
社
・
ア
モ
ス
キ

i
グ
製

造
会
社
並
び
に
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
(
小
委
員
会
報
告
〉
に
関
連
し
た

T
・
ジ
品
フ
ァ
!
ソ
ン
・
ク

l
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
検
討
し
、

一寸

ボ

ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
に
よ
る
伝
播
の
傍
証
と
す
る
。

(1) 

〈お〉

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
イ
モ
リ

l

(
巧
巳
U
S
〉

B
oミ・

5
2
1凶器
ω
〉

エ
イ
モ
リ

i
は
、
図
5
の
系
議
に
み
ら
れ
る
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
守
口
ω各
国
ロ
〉
B
C弓
の
血
筋
を
ひ
い
て
お
り
、
彼
よ
り
三
代
前

の
同
，

F
o
g
g
〉

5
0ミ
(
忌
∞
N
l
H
芯
∞
)
の
時
に
ボ
ス
ト
ン
に
移
住
し
て
い
る
。

エ
イ
モ
リ
!
は
一
八
一
一
二
年
に
ニ
ュ

i
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
!

州
ナ
ッ
シ
ュ
ア
の

E
n
w
g
D
Y
E
D
E
R
E江口町内

hogu山
口
可
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
に
就
任
し
(
六
年
間
)
、
そ
こ
で
の
管
理
能
力
を
買
わ
れ



Wi lliam Amoryの系譜図5

Jonathan Amory (1639-1699)-1IトRebeccaHouston 

Thomas Amゐ(1682-1728)-m-RebeccaHolmes 

Thomas Amory (1722・a.1782)

John Arnory Thomas C. Amory (17百2・?)-m-Elizabeth Bowen David Sears 

WiIIiam Amory (l804-1883)-rn・AnnaP. G. Sears 

I 1 
William Amory， Jr. Charles Walter Arnory Frank Arnory Harriet Arnory Ellen Amory 

〈注) Dictionaり 01American BiograPhy; K. W. Porter， The jacksoη5 and the Lees; 
G. W. Browne， op. cit.より作成。

て
、
恐
慌
の
年
一
八
三
七
年
に
ア
モ
ス
キ

l
グ
製
造
会
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
に
就
任
し
て

い
る
。

一
八
三
七
年
恐
慌
を
乗
り
切
っ
た
後
、
同
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
の
地
位
を
三
九
年

閣
(
一
八
三
七

t
七
六
年
)
に
亙
っ
て
占
め
て
い
る
。
こ
の
他
、

一
八
三
九

t
四
五
年
に

富山口口
F
g
H
2
冨
巴
印
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
、

一
八
六
一
ニ

t
六
五
、

六
六
、
t
六
七
年
に
ポ
ス

ト
ン
工
業
会
社
の
社
長
、
及
び
在
任
期
聞
は
不
明
で
あ
る
が
一
八
四
六

t
四
七
年
時
点
で

z
n
E
oロ
m
w
-
H
E
2
3ロ
g
n
o
-
-
民
器
窓
口
HMgoHH回
国
O回目》
FS-
ピ
向
。
目
白
目
ロ
門
出
口
円
。
口
。
・
一
八

四
八
年
時
点
で
の
OHZB玄
白
切
山
口
付
の
取
締
役
等
を
歴
任
し
て
い
る
。
こ
の
間
ア
モ
ス
キ

ー
グ
製
造
会
社
に
お
い
て
一
八
四
四
年
か
ら
全
社
的
な
資
本
金
利
益
率
計
算
を
、
四
三
年

か
ら
工
場
群
別
資
本
(
金
)
利
益
率
計
算
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
表
5
で
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ

i
・
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
州
ナ
ッ
シ
ュ
ア
の
ナ
ッ

シ
ュ
ア
製
造
会
社
の
ト
レ
ジ
プ
ア

i
甘
5
2
ω
・
〉
同
口
。
門
司
(
エ
イ
モ
リ

i
一
族
で
あ
る
こ

と
は
氏
名
か
ら
明
、
り
か
で
あ
る
が
、
図
5
に
は
登
場
し
な
い
。
活
動
の
時
期
か
ら
推
し
て

叔
父
又
は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

フ
ラ
ン
シ
ス
・
キ
ャ
ポ
ッ
ト
・

ロ
l
ウ
ェ
ル
の
長
兄

HOFロ
円
。
440ロ
は
河
内
争
o
n
g
k
F
5
0与
と
結
婚
し
、
息
子
の
し
『
OVD

〉
5
0門
司
円
。
当
己
目
tifi-
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
の

Z
丘町
ωロ
〉
HUHL20P
〉
ぴ
宮
内
門

円
、
。
巧
門
司
ロ
円
。
等
の
次
の
世
代
の
中
心
的
存
在
ー
ー
ー
を
も
、
つ
け
て
い
る
。
岡
山
mwぴ
onnm
〉
居
。
弓

が

む
5
2
ω
・
〉
5
0ミ
又
は
エ
イ
モ
リ
!
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
残
念
な
が

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一
一
九
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一二

O

ら
判
明
し
な
い
。
)
と
の
接
触
に
よ
る
伝
播
の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、

全
社
的
な
資
本
金
利
益
率
計
算
に

一
年
先
ん
じ
て
い
た
点
も
含
め
て
不
明
な
点
が
多
い
が
、
他
に
類
似
の
計
算
を
み
な
い
(
但
し
、
第
三
章
第
二
節
同
で
検
討
し
た
よ
う
に

工
場
別
資
本
金
利
益
率
計
算
の
普
及
の
可
能
性
が
あ
る
)
以
上
、
一
八
三
七
年
恐
慌
の
「
克
服
」
の
過
程
で
独
自
に

l
l少
く
と
も
工
場

群
と
い
う
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
|
!
案
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
三
七
年
だ
け
で
約
一
五

O
の
銀
行
が
破
産
し
た
と
い
い
、
玉
、
t

六
年
間
に
豆
っ
て
全
米
を
不
、
況
に
陥
れ
た
こ
の
恐
慌
の
過
程
で
、
前
出
の

E
O
D
弓

F
g
の
手
紙
に
見
ら
れ
る
改
革
派
は
、
機
械
の
ス
ピ

ー
ド
・
ア
ッ
プ
、
職
工
賃
金
の
引
き
下
げ
(
こ
の
過
程
で
労
働
力
は
移
民
労
働
方
へ
代
替
し
て
い
く
〉
等
の
「
合
理
化
」
措
置
を
講
じ
た

の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

E
B弓
F
O
O

は
先
の
手
紙
で
更
に
続
け
て
、

門
出
掛
〉

「
サ
ラ
リ
ー
-
マ
ン
で
あ
ろ
け
れ
ど
も
、
改
革
派
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
イ
モ
リ

i
」

と
述
べ
、

エ
イ
モ
リ
l
が
改
草
派
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
・
マ
ン
で
あ
る
け
れ
ど
も
と
限
定
し
て
い
る
の

は
、
会
社
か
ら
ト
レ
ジ
ャ
ラ
!
と
し
て
の
給
料
を
受
け
る
人
間
(
工
場
代
理
人
の
給
料
引
き
下
げ
が
当
面
の
問
題
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ

つ
て
は
ト
レ
ジ
ゴ
フ
l
の
そ
れ
も
対
象
た
り
え
よ
う
)
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
会
社
か
ら
「
給
料
を
得
て
い
な
い
独
立
し
た
人
間
」
と
同
様

に
改
革
派
に
属
す
る
と
言
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

有
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
富
裕
な
貿
易
商
人
出

g
弓

F
g
に
は
先
の
側
面
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
)

(
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
の
一
員
で
あ
り
、
大
株
主
の
一
人
と
い
う
側
面
を

工
場
群
別
資
本
(
金
)
利
控
率
計
算
は
、
改
革
派
た
る
エ
イ
モ
リ

i
自
身
が
、
多
角
経
営
・
工
場
群
の
地
理
的
分
散
と
い
う
条
件
下
で

「
合
理
化
」
の
成
果
を
客
観
的
に
、
な
い
し
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
努
力
の
「
成
果
」

(
或
い
は
他
の
改
革
派
メ
ン
バ
ー
の
「
成
果
」

の
自
企
業
へ
の
創
造
的
適
用
)
で
あ
っ
た
と
息
わ
れ
る
。

改
革
派
た
る
エ
イ
モ
リ
!
の
慎
重
な
財
務
政
策
の
一
端
は
、

一
八
四
八
年
時
点
の
次
の
記
述
に
も
読
み
と
れ
よ
う
。



「
今
年
の
経
験
は
、
株
主
へ
の
昨
年
の
私
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
土
地
の
売
却
が
利
益
の
経
常
的
源
泉
と
し
て
依
存

さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
、
及
び
紡
錘
の
み
が
常
に
〔
利
益
の
経
常
的
な
源
泉
で
〕
あ
り
続
け
て
き
た
し
、
多
分
我
々
の
配
当
の
依
存
で

(
初
)

き
る
唯
一
の
源
泉
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
の
表
明
の
正
し
さ
を
確
認
し
て
い
る
。
」

な
お
、

エ
イ
モ
リ
l
は
、
多
角
経
営
、
地
理
的
分
散
に
よ
っ
て
玉
名
以
上
い
た
工
場
代
理
人
を
、

一
八
五
六
年
に
、
そ
れ
ま
で
土
地
・

水
利
開
発
部
門
に
お
い
て
有
能
振
り
を
発
揮
し
て
い
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
在
住
の
開

NOEO-mwg当
に
一
本
化
し
て
い
る
(
管
理
階
層

を
一
層
増
加
し
た
模
様
)
。

エ
イ
モ
リ
ー
が
ア
モ
ス
キ

l
グ
製
造
会
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
を
退
任
し
た
時
点
(
一
八
七
六
年
)
を
の
0
2問
。
巧
・
回
円
。
巧
ロ
σ
は
次
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

「
彼
〔
エ
イ
モ
リ

l
〕
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
の
職
を
三
九
年
間
に
豆
っ
て
占
め
、
彼
が
七
二
才
に
至
っ
た
際
に
退
任
し
た
。
彼
は
工
場

が
八
、

0
0
0錘
で
装
備
さ
れ
て
い
た
時
に
任
務
を
引
き
受
け
、

一
三
七
、

0
0
0
〔
錘
〕
で
工
場
を
去
っ
た
。
株
主
は
〔
平
均
〕
年

一
労
〔
の
配
当
〕
を
受
け
取
り
、

ニ
O
O万
ド
ル
を
超
え
る
〔
額
が
〕
『
流
動
資
本
』
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
他
に
、

純
利
益
か
ら
の
多
額

〔
の
金
額
〕
が
工
場
、
種
々
の
改
良
に
加
え
、
新
機
械
に
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
き
た
。
全
て
の
点
で
彼
は
当
社
〔
ア
モ
ス
キ

i
グ
製
造
会
社
〕

ハ
出
)

を
優
良
な
状
態
に
し
て
去
っ
た
」

(2) 

門

銀

〉

T
・
ジ
ェ
フ
ァ

i
ソ
ン
・
ク

l
リ
ッ
ジ
(
寸
・
』
丘
町
。
吋
凹
OD
の。。
-
5肉
0
・
同
∞
出
1
5
N
O
)

T
-
ジ
ェ
フ
ァ

l
ソ
ン
・
ク

l
リ
ッ
ジ
(
以
下
ク

l
リ
ッ
ジ
と
略
一
不
)
は
、
母
方
の
曽
祖
父
に
ジ
ェ
フ
ァ

i
ソ
ン
第
三
代
合
衆
国
大
統

領
、
父
方
に
六
代
前
に
米
国
へ
移
民
し
て
来
た
守
F
D

の
oo--身
。
を
有
す
る
図
6
の
系
譜
に
あ
り
、

彼
の
妻
は
改
革
派
の
巨
頭
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ア
プ
ル
ト
ン
の
娘
で
あ
り
、
彼
の
兄
〉
5
0
5
0
D
の
妻
は
町
，

E
R
Z
n
-
F円
運
命
己
〔
匂
・
〕
の
娘
で
あ
る
。

彼
は
一
八
五
七
年
恐

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て
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T. Jefferson Coolidgeの系譜図 6

慌
(
オ
ハ
イ
オ
生
命
保
険
信
託
会
社
の
破
産
に
始
ま
る
)
の
渦
中
で
義
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ア
プ
ル
ト
ン
の
勧
め
で
ブ

l
ト
ゥ
製
造
会
社
(
凶
0
0
2

冨

S
E
R
Eユ
ロ
ぬ
の
0
・
)
の
ト
レ

ジ
ャ
ラ
l
に
就
任
し
た
時
か
ら
製
造
業
と
の
結
び
つ
き
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
ボ
ス
ト
ン

工
業
会
社
、

ロ
ー
レ
ン
ス
製
造
会
社
等
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
を
歴
任
し
、
ア
モ
ス
キ
I
グ
製

造
会
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
に、

一
八
七
六

i
八

O
年
、
八
四

t
九
二
年
、
九
一
ニ

i
九
八
年

の
三
回
に
一
日
一
っ
て
就
任
し
て
い
る
。
又
、

一
八
七
六

t
九
二
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社

の
社
長
、
そ
の
他
冨
2
n
E
P
Z
Z注
目
。
ロ
己
切
記
長
丘
四
O
回
窓
口

-zod司
開
口
開

-S仏
吋
，
H
己
目
門

〔

UOB宮
ミ
・
出
ミ
己
主

g
叶，

E由

門

口

og宮
ミ
等
の
金
融
機
関
の
取
締
役
、
サ
ン
タ
フ
ェ

鉄
道
の
社
長
等
を
歴
任
し
て
い
る
。
吏
に
一
八
九
二

I
九
三
年
に
ハ
リ
ソ
ン
大
統
領
の
下

で
駐
仏
大
使
も
務
め
る
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
巴
町
志
き
ミ
ミ

h
sミ
一
片
言
段
高
言
、

ε

で
「
商
人
、
金
融
資
本
家
、
外
交
官
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

我
々
に
と
っ
て
重
要
な
事
は
、
ク
!
リ
ッ
ジ
が
一
八
七
六
年
に
エ
イ
モ
リ
l
の
後
任
と

し
て
ア
モ
ス
キ

i
グ
製
造
会
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
に
就
任
し
た
事
実
で
あ
る
。
エ
イ
モ
リ

ー
は
退
任
に
際
し
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
て
い
る
。

「
会
社
の
利
害
に
と
っ
て
幸
に
も
|
|
と
私
は
確
信
す
る
が
|
|
T
・
ジ
ェ
フ
ァ

l
ソ

(
お
)

ン
・
ク

1
リ
ッ
ジ
氏
が
取
締
役
会
に
よ
っ
て
私
の
後
任
者
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
」

(
M
V
 

ク
i
リ
ッ
ジ
は
既
に
一
八
六
六
年
か
ら
同
社
の
取
締
役
の
一
員
で
あ
り
、
エ
イ
モ
リ
l



の
「
管
理
技
術
」
を
側
で
親
し
く
学
ぶ
機
会
を
有
し
て
い
た
。

リ
!
と
知
見
を
得
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、

又
、
著
名
人
の
集
り
で
あ
る

F
。
司
ユ
含
可
ロ
ロ
ゲ
に
お
い
て
も
エ
イ
モ

エ
イ
モ
リ

l
は
全
幅
の
信
頼
ま
込
め
て
先
の
挨
拶
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
両
者
の
関
係
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
図
6
の
ク
l
リ
ッ
ジ
の
息
子
同
J

H

O

ロ
2
8ロ
の
O
O
H
E四
0
・
匂
・
の
妻
。

z
g
〉
B

O

ミ

は
、
図
5
の
エ
イ
モ
リ

i
の
息
子
の

FmEg
巧
山
口
。
円
〉

goミ
の
娘
(
つ
ま
り
エ
イ
モ
リ
!
の
議
)
と
い
う
関
係
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る

ク
l
リ
ッ
ジ
は
、
前
述
の
如
く
、
一
一
一
回
計
一
六
年
間
に
亘
っ
て
ア
モ
ス
キ

l
グ
製
造
会
社
の
ト
レ
ジ
プ
フ
l
の
地
位
を
占
め
、

一
九

O

一
t
一
一
年
に
は
聞
社
の
社
長
を
務
め
、
こ
の
間
一
八
七
六

i
九
ニ
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
社
長
(
第
三
章
第
二
節
川
の
一
八
八

一
年
の
小
委
員
会
報
告
に
留
意
さ
れ
た
い
)
の
地
位
に
あ
っ
た
。
既
述
し
た
グ

l
リ
ッ
ジ
の
幅
広
い
活
動
か
ら
判
断
し
て
エ
イ
モ
リ
!
と

の
関
係
の
み
に
絞
る
の
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

エ
イ
モ
リ
!
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
推
し
て
、
少
く
と
も
全
社
的
な
資
本
金

利
益
率
計
算
に
つ
い
て
は
ク

l
リ
ッ
ジ
が
エ
イ
モ
リ
ー
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。

エ
イ
モ
リ

i
及
。
ひ
ク

l
リ
ッ
ジ
の
二
名
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
に
よ
る
|
|
第
二
節

で
更
に
範
囲
を
狭
め
る
こ
と
と
な
る
が
1

1

「
管
理
技
術
」
の
伝
播
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
更
に
後
の
時
代
へ
の

伝
播
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
一
つ
の
想
定
と
し
て
、

「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
に
よ
る
鉄
道
へ
の

投
資
、
更
に
は
中
・
西
部
の
新
興
産
業
へ
の
投
資
に
伴
な
っ
て
「
管
理
技
術
」
が
普
及
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
(
中
・
西
部

の
新
興
産
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
祉
の
財
務
管
理

i
l
一
八
九
九
年
度
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
リ

ポ
ー
ト
の
検
討
を
中
心
に
l
|
|
」

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
六
巻
第
二
号
、

一
九
八
二
年
、

の
注
側
の
事
例
を
参
照
の
こ
と
)
。

ニ
ュ
l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
芳
干
の
事
例
に
つ
い
て

一一
一
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一
二
四

第
二
節

質
的
相
違
の
有
無

最
後
に
、
資
本
金
利
益
率
計
算
を
「
管
理
技
術
」
と
把
握
す
る
こ
と
の
是
非
を
含
め
て
、
資
本
金
利
益
率
計
算
の
内
容
が
資
本
主
義
の

発
展
段
階
に
よ
っ
て
質
的
相
違
を
生
じ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
よ
う
。

そ
の
際
、
資
本
構
成
と
株
主
数
の
増
大
の
二
つ
の
問
題
が
重
要
な
論
点
と
な
り
え
よ
う
。
先
ず
資
本
構
成
の
面
で
は
、
表
6
に
み
る
通

り

一
八
二

0
年
代
三

0
年
代
に
お
い
て
は
、
資
金
源
泉
の
内
、
資
本
金
の
占
め
る
割
合
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
各
社
に
よ
っ

て
か
な
り
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
時
代
を
追
う
に
従
っ
て
資
金
源
泉
の
内
資
本
金
の
占
め
る
割
合
が
減
少
し
、
借
入
金
及
び
留
保
利
益
の

占
め
る
割
合
が
増
大
し
た
。
従
っ
て
、
形
式
上
も
、
総
資
本
利
益
率
に
(
同
時
に
自
己
資
本
利
益
率
に
)
ほ
ぼ
等
し
い
資
本
金
利
益
率
計

算
か
ら
、
総
資
本
利
益
率
又
は
自
己
資
本
利
益
率
と
大
き
く
異
な
っ
た
計
算
へ
と
推
移
し
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
企
業
業
績
の
評
価
と

い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
金
利
益
率
計
算
が
初
期
に
有
し
て
い
た
積
極
的
な
側
面
を
徐
々
に
減
じ
、

一
定
の
歪
を
持
っ
た
「
管
理
技

術
」
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
資
金
源
泉
に
関
し
て
は
、
ウ
エ
ア
女
史
が

、
(
お
)

「〔ロ

i
ウ
ェ
ル
系
日
「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
〕
諸
会
社
は
社
債
や
優
先
株
を
発
行
し
な
か
っ
た
」
(
傍
点
は
引
用
者
)

と
述
べ
、
社
債
に
つ
い
て
は
マ
ク
グ

i
ル
ド
リ
ッ
ク
氏
も
ベ
ー
カ
ー
図
書
館
に
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
ベ
ー
カ
ー
諸
会
社
」
(
切
町
長

R

円
OBMvmEg
一
切
。
印
件
。
ロ
冨
自
己
片
山
口
吉
江
口
問
。
。

-
w
Z
2門
戸

S
R
W
宮
山
富
丘
町
三
ロ
ユ
ロ
ぬ
(
U
0

・w出向凶

HHH58
冨
B
E
E
2
2
Eぬの。・
w
z
s
z
g

富
山
口
口
片
山
口
吉
江
口
問
。
0

・同，

S
B
O
D
H
Z
-
-
F
ω
丘同
o
-
w
z
m
H
H
E
P
2
5・Em山
口
0

・w
円
安
言
。
ロ
円
。
冨
mgc貯
♀
口
氏
出
向
。
。
・
・
ロ
d

司
円
四
宮
冨
白
ロ
ロ
・

甘口

E
H
E
m目。。
-
w
Z
S
E
w
g
m
E
Pロ
ロ
窓
口
門
口
氏
ロ
聞
の
0

・wHMmuUH5Ho--
昌
吉
正
m
n
E
H
Eぬ
ho--

品

V
F
M刊

HHHS
冨
巳
印
〉
に
関
し
て
、



92.1') 73.92) 54.4 48.91) 

Hamilton 借入金 、2.41) 3.42) 10.6 1 6.8 i 12.9 12.7 18.71) 

留保収益 6.11) 22.72) 25.2 I 32.9 I 28.9 32.9 33.51) 

75.1 72.3 61. 4 

Lawrence 借入金 一円 15.7 I 6.0 13.9 14.9 24.4 

留保収益 一一一 3.1') 1 7.9 110.3 11.0 12.8 14.2 

|吋--ード8417Z7
57.7 

Amoskeag 借入金一一 一一 5.84) I 12.5 11.2 19.9 1 21. 8 

留保収益一一 1 15.84)i 14. 8 31.1 33.8 I 36.9 

66.8 61. 8 59.8 

Mass. Cotton 借入金 3.1吋 11.4 18.5 28.1 30.4 

留保収益 0.05) 112.5 14.7 10.1 9.8 

株式資本 一 1-1- 79.86) 59.1 72.7 

Lancaster 借入金 16.56) 24.9 20.2 

留保収益 3.76) 6.4 7.1 

綿製品会社の資産総額に占める株式資本，借入金，留保収益の割合(%)

名|資金源泉 11827-30131一刻 3ト4心~1三45 46-501日-551 56-()() 社

表 8

会

ニュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

1) 不整合は原資料の数字のためである。 2) 32-35年についての数字 3) 34-35年につ

いての数字。 4) 37-40年についての数字。め 40年についての数字。め 47-50年につい

ての数字。 7) 54-55年についでの数字。

〈出典〉 石崎昭彦『アメリカ金融資本の成立~， 1962年， 65貰。

「

F
mロ
g
u
m
dふ
臼
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ

て
来
た
よ
う
に
一
八
五

0
年
代
に
は
門
金

融
機
関
か
ら
の
〕
長
期
髄
入
金
が
重
要
と

な
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
南
北
戦
争
後

には
よ 全普
つ加
てし
社、な
債、か
は、っ
発、た
行、
さ、ベ
れ、!
な、ヵ
か、!
っ、諸
た、会
。社

事
実
、
社
債
発
行
は
明
ら
か
に
そ
の
〔
綿

ま業
で〕

重産
要業
でに
はお
ない
かて
つ(一一
たむ九
L -

0 
年

主
る

(
傍
点
は
引

用
者
)

と
追
認
し
て
い
る
。
従
っ
て
株
式
資
本
に

関
し
て
は
普
通
株
が
、
負
債
に
関
し
て

は
、
(
販
売
代
理
商
や
金
融
機
関
か
ら
の
〉

借
入
金
が
、
資
金
源
泉
で
あ
っ
た
こ
と
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
(
社
債
の
未
発

戸
付
か
ら
は
、

〔
社
債
を
大
き
な
構
成
要
素

と
す
る
〕
長
期
資
本
の
概
念
を
要
請
す
る

五
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第
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(
一
九
八
四
年
)

一
二
六

客
観
的
基
盤
が
未
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
)
。

次
に
普
通
株
の
埜
土
数
の
増
大
の
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
ウ
ェ
ア
女
史
の
指
摘
に
よ
時
ば
、
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
株
主
数
は
、
設

立
当
初
(
一
八
二
一
一
年
)
の
一
二
名
が
、

一
八
二
。
年
に
は
ニ
囚
名
、
二
八
年
に
は
七
四
名
、
三
六
年
に
ほ
一
一

O
名
、
六
つ
年
に
は
一

四
八
名
と
拡
大
し
、
そ
の
結
果
、
上
位
六
名
の
株
主
の
全
株
式
に
占
め
る
割
合
は
、

一
八
二

O
年

六
七
Mm

一
八
二
八
年

三
一
労

一
八
三
六
年

二
一
一
労

一
八
四
六
年

二
八
・
五
箔

一
八
六

O
年

一
三
M
m

と
急
速
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造
会
社
の
場
合
で
も
、
設
立
時
(
一
八
ニ
ニ
年
)

一
六
名
の
株
主
が
一
八
四
二
年
時
点

で
三
九

O
名
と
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
を
透
に
上
回
る
速
度
で
株
式
の
分
散
を
進
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
八
六
二
一
年
ま

で
に

「ロ

l
ウ
ェ
ル
系
企
業
の
株
式
が
、
強
力
な
資
本
家
に
よ
る
大
部
分
の
所
有
で
あ
る
こ
と
は
完
全
に
終
っ
た
の
で
、
会
社
の
発
展
に
財

務
上
の
利
害
を
有
す
る
支
配
集
団
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
故
、

〔
企
業
の
〕
管
理
は
、
会
社
が
株
主
の
利
益
の
た
め
に
管

(

鈎

〉

理
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
保
証
を
自
身
の
利
害
が
〔
も
は
や
〕
与
え
な
い
と
こ
ろ
の
小
株
主
の
手
中
に
移
さ
れ
た
。
」

株
式
の
分
散
に
伴
う
機
能
資
本
家
と
無
機
能
資
本
家
の
分
離
、
特
に
前
者
に
よ
る
後
者
の
意
識
的
な
排
除
(
派
閥
形
成
や
縁
者
び
い
き

n-州
出
回
目
的

g
m
H
D
a
ロ
3
5
H
U
H
H
H
)
は
、

一
八
五
八
年
に
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
「
ヒ
ス
ト
リ
カ
ス
」
令

E
ユ2
の
g色
。
己
の
手
紙
で
次



の
よ
う
な
激
し
い
批
難
を
招
く
に
到
っ
て
い
た
。

「
生
涯
の
財
産
と
し
て
会
祉
事
務
所
に
座
を
占
め
て
い
る
こ
れ
ら
の
堕
落
し
た
一
族
や
仲
間
を
追
放
せ
よ
。
重
要
な
地
位
を
無
能
な
従

兄
弟
や
甥
で
占
め
さ
せ
、
平
氏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
技
能
へ

門
活
躍
の
〕
余
地
を
与
え
な
い
派
閥
形
成
や
縁
者
び
い
き
を
追
放
せ
よ
。

人

せの
よib人
よ〉を

。
社
σコ
取
締
役

し

一
九
社
の
社
長
に
さ
せ
て
い
る
、
今
や
最
高
位
を
支
配
し
て
い
る
事
務
所
保
持
の
少
数
独
裁
者
を
追
放

同
年
に
回
必
田
宮
田
切
・
盟
問
。
-
0
4
司
(
ロ

i
ウ
ェ
ル
製
造
会
社
の
前
工
場
代
理
人
)
は

』

hsミ
ミ
ミ
向
的
雪
国
h
g
Q円
F
S町
内
円
旬
怠
H
F
p
h
h時的忠一
b
g
Q崎
町
と
な
の
ぎ
尽
き
礼
札
門
的
~
ぽ
さ
を
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
に
し
て
、

N
C
3
S率
的
事

H
E
b
n
bミ
包
足
。
banN民
改
喜
久

イ
ギ
リ
ス
流
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形
態
ハ
彼
の
表
現
で
は
ぜ
H
F
4
3
0
0
E
R
U
江田

g
J
で
は
な

〈

4
〉

く
、
株
式
会
社
形
態
を
採
用
し
た
こ
と
に
帰
結
さ
せ
た
。

「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業
の
問
題
点
を
、

こ
れ
ら
の
批
判
を
惹
起
さ
せ
る
に
到
っ
た
一
八
五
七
年
恐
慌
の
過
程
で
、
放
慢
経
営
か
ら
倒
産
の
事
態
を
招
い
た
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
社

(
呂
志
色
。
由
誌
の
。
皆
同
】

guO
及
び
ペ
イ
・
ス
テ
イ
ト
社

Q
m
q
盟
主

o
Z
E目
)
の
倒
産
原
因
の
調
査
委
員
会
に
株
主
の
一
人
と
し
て
参

加
し
た

E
8
0目
。
・
〉
U10吋
は
、
同
社
の
報
告
書
提
出
の
後
も
、

ロ
l
ウ
ェ
ル
に
所
在
す
る
ロ

l
ウ
ェ
ル
製
造
会
社
、

ハ
ミ
ル
ト
ン
製
造

会
社
、
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造
会
社
等
の
調
査
委
員
会
に
加
わ
り
、

「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
企
業
が
抱
え
る
問
題
に
対
す
る
認
識
を
、
深
め
、

/¥ 

六
三
年
に
め
ロ
ミ
ミ
円
宮
内
、
白
馬
h
a
s
h同
込
宮
崎
町
三
誌
を
足
ぬ
き
首
選
ミ
ミ
.
b
s『
出
向
き
ミ
ミ
立
さ

Hhcqミ
ロ
ミ
町
民
。
ま
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
公
に
し
た
。
彼
は
そ
の
中
で
、
各
社
の
創
始
者
達
が
少
数
者
に
よ
る
多
額
の
出
資
(
一
人
で
一
社
に
対
し
ニ
五
、

0
0
0ド
ル

か
ら
一

0
0、
0
0
0ド
ル
に
亘
る
)
に
基
き
自
己
の
利
益
と
会
社
の
利
益
を
一
体
化
し
て
会
社
の
経
営
に
全
力
を
傾
注
し
て
あ
た
っ
た

の
に
対
し
、
時
代
が
経
過
し
た
今
日
で
は
状
況
は
次
の
よ
う
に
大
き
く
変
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

ニュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一
二
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
〈
一
九
八
四
年
〉

一
二
八

「
今
日
で
は
、

〔
株
式
の
〕
平
均
所
有
は
約
一
ニ
株
(
一
株
一
、

0
0
0ド
ル
)
で
あ
る
。
現
在
の
株
主
は
最
初
の
所
有
者
達
が
有
し
て

い
た
よ
う
な
、
個
人
的
で
緊
密
な
面
識
を
持
つ
代
り
に
、
全
く
と
い
え
る
ほ
ど
お
互
安
殆
ん
と
知
ら
な
い
。
彼
等
は
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
〔
諸
州
〕
中
に
、
そ
し
て
他
の
州
に
す
ら
分
散
し
て
い
る
。
彼
等
は
自
分
の
株
式
を
一
投
資
と
し
て
購
入
し
、
誰
か
が
そ
れ
〔
管
理
〕

に
関
心
を
持
ち
、
注
意
で
き
、
注
意
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
妄
想
的
希
望
を
持
っ
て
い
持
。
」

彼
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
無
機
能
資
木
家
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
機
能
資
本
家
に
よ
る
無
機
能
資
本
家
の
意
識
的
排
除
に
も
言

及
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
五

0
1六
O
O人
の
株
主
に
対
し
、
株
主
総
会
の
場
は
四

O
I入
O
名
の
収
容
能
力
を
有
す
る
に
す
ぎ
な

い
ボ
ス
ト
ン
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
事
務
所
に
設
嘗
さ
れ
、
出
席
の
意
図
を
持
つ
株
主
も
、

会
場
前
に
陣
ど
る
書
記
に
よ
っ
て
、

入
室
す
る

か
、
ニ
つ
の
書
類
(
配
当
金
の
受
取
と
委
任
状
)
に
署
名
す
る
か
の
選
択
を
追
ら
れ
、
前
者
の
選
択
の
場
合
で
も
満
席
と
い
う
状
況
に
お

か
れ
た
と
い
う
。

そ
れ
故
、
大
多
数
の
小
株
主
・
無
機
能
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
資
本
金
利
益
率
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

そ
の
「
管
理
技

術
」
に
触
れ
る
機
会
は
極
端
に
少
な
か
っ
た
と
息
わ
れ
る
。

〉
〕
刊
日
は
続
け
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ロ

l
ウ
ェ
ル
及
び
ロ
ー
レ
ン
ス
に
所
在
す
る
阿
U
5
5
0
H
H
n
o
-
-
F
O巧
己
目
。
。
-
w

切
。
。
ロ
宮
中

ロ
ロ
皆
三
日
吉
ぬ
の
。

-wEd司
吋

g
S
E
R
E
D
O
ω
H
H
O
H
)
W
民
自
g
n
F
5
2
2
。。
2
0
D
宮
口

F
宮
古
色
2
0
M
m
g
a
回
目
可
∞

g
Z
及
び
昌
男
E

H
U
H
-
4

〈
川
知
〉

ユ
ル
配

R
W
富
山
口

C
E
2
2
E問
。
。
.
の
順
に
問
題
点
を
、
挙
げ
、
マ
グ
グ

l
ル
ド
リ
ッ
ク
氏
が
要
約
し
て
い
る
よ
う
に
縁
者
び
い
き
、
原
棉
買

付
人
及
び
販
売
代
理
商
(
特
に
』
・

4
く・

3
門的。恥
w
h
o
-

と
〉
・
伶
〉
-
F
2
4
H
o
p
s
h
r
。。・)

へ
の
過
大
手
数
料
の
支
払
、

会
社
記
録

の
株
主
か
ら
の
隠
蔽
、
貸
借
対
照
表
の
偽
造
〔
但
し
一
般
的
な
事
例
で
は
な
い
υ
、
及
び
利
害
の
衝
突
に
彩
ら
れ
た
取
引
等
を
具
体
的
に

指
摘
し
た
の
で
あ
る
。



我
々
に
と
っ
て
更
に
重
要
な
事
は
、
K

阿
古
門
が
こ
れ
ち
の
問
題
点
を
指
摘
・
批
判
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
彼
自
ち
が
南
北
戦
争
後
に

門
付
制
〉

ト
レ
モ
ン
ト
祉
と
サ
フ
ォ
ー
ク
社
(
吋

3
5
0
E
S仏
ω戸内向。日付。。
B
U山口
2
6
の
経
営
建
て
直
し
に
取
組
み
、
そ
れ
に
成
功
し
た
と
い
う

〈

必

)

事
実
、
つ
ま
り
彼
も
又
(
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
で
は
な
い
が
)
改
革
派
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
〉
吋
O

円
が
企
業
業
績

評
価
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
な
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら
判
明
し
な
い
が
、

一
人
五
八
年
時
点
の
批
判
(
特
に
切
話
回
吉
田
切
・
思
想
目
。
当

に
よ
る
そ
れ
〉
に
反
論
を
加
え
た
の
が
、
リ
ー
の
手
紙
で
守
旧
派
と
目
さ
れ
た
寄
吾
山
口
〉

B
E
s
-
-表
4
に
み
る
通
り
F
・

c-
ロ

ハ
必
〉

!
ウ
ェ
ル
と
共
に
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
創
始
者
ー
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
〉
百
円
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
企
業
と
表
5
の
両
者
に
登
場

す
る
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造
会
社
で
は
、
資
本
金
利
益
率
計
算
を
行
な
っ
て
い
な
い
河
∞

-ngd『巳
g
n
Z
E
が
ト
レ
ジ
ャ
ラ

i
で
居
る
時
期

円
。
)

(表
5
で
は
判
明
し
な
い
が
、
他
の
資
料
に
よ
れ
ば
彼
は
一
八
五
九
年
時
点
で
同
社
の
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
で
あ
る
)
で
あ
る
こ
と
、
及
び
過

大
手
数
料
の
受
取
人
と
さ
れ
た
〉
・

hr
〉
-
F
担当円。ロ円。
hv
の
0

・
の
〉
B
o
u
と
〉
5
0
2
の
ロ
ー
レ
ン
ス
兄
弟
|
|
但
し
二
人
共
一
八
五

二
年
に
死
去
ー
ー
は
こ
れ
も
リ
l
の
手
紙
で
守
旧
派
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
重
ね
る
と
資
本
金
利
益
率
計
算
が
「
ポ
ス
ト

ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」

一
般
で
は
な
く
、

(
一
部
「
ボ
ス
ト
ン
・
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
」
以
外
の
人
も
含
む
)
改
革
派
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た

「
管
理
技
術
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

機
能
資
本
家
と
無
機
能
資
本
家
の
分
離
、
機
能
資
本
家
に
お
け
る
守
旧
派
と
改
革
派
の
抗
争
、
四

0
年
代
と
六

0
年
代
の
守
旧
派
・
改

革
派
の
内
容
変
化
等
が
資
本
金
利
益
率
計
算
へ

(
資
本
構
成
め
変
化
と
共
に
)
質
的
変
化
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
想
定
出
来
る
が
、
そ

の
実
態
の
析
出
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
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部
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ィ
リ
ア
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・
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l
に
つ
い
て
は
、
民
〉
-SRUJ
吋
E
g
g
-
-
E
U
Rな
芸
品
、
い
唱
え
み
尋
問
、
町
内
白
書
匂
g
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5
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舎
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イ
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ラ
ン
ド
綿
業
企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例
に
つ
い
て

一
二
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発
行
し
、
又
独
占
的
な
切

g
gロ
b
F
O宅
問
ロ
河
川
江
戸
円
。
誌
に
対
抗
し
て

F044四日

7
w
〉
ロ
白
色
〈
叩
円
の
路
線
を
完
成
さ
せ
、
切
。
田
門
O
D
h
v
呂田町
R
H
U
-

--B問
。
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
@
更
に
綿
業
へ
の
投
資
に
よ
っ
て
本
稿
で
述
べ
た
経
過
を
へ
て
改
革
派
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
一
八
七
八
年
死
去
。
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円
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H
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吋
円
四
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ロ
円
2
.
m
吋
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0
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C
H
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D
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白
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5
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河
田
丘
一
何
回
仲
田
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間
え
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2
ユ
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由
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ロ
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窓
口
同
ロ
ユ
ロ
聞
の
0
・
~
〉
日
)
門
戸

N
ω
w
H
∞町田・

円
追
記
〕
本
稿
は
、
経
営
史
学
会
第
一
九
回
大
会
(
一
九
八
三
年
一

O
月
二
九
日
、
於
西
南
学
院
大
学
〉
の
報
告
「
ニ
ュ
!
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
締
業

企
業
に
お
け
る
資
本
金
利
益
率
計
算
の
若
干
の
事
例

ιつ
い
て
」
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
@
な
お
、
ベ
ー
カ
ー
図
書
館
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
部
門

に
所
蔵
さ
れ
る
磨
大
な
資
料
の
内
、
ト
レ
ジ
ャ
ラ

l
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
へ
的
を
絞
る
事
が
出
来
た
の
は
、
ク
ラ
l
ク
大
学
大
学
院
生
〈
又
、

A
・
D

-
チ
ャ
ン
ド
ラ

i
、
可
・
氏
の
助
手
も
勤
め
、
句
れ
て
い
る
)
曳
野
孝
氏
の
一
示
唆
に
負
う
所
大
で
す
@
又
、
。

g門
間
叩
巧
・
切
吋
O
巧ロ叩
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O
B
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1
h
H
同

除
草
ロ
旬
砕
向
白
尚
昆
白
言
、
-
白
門
町
営
、
九
誌
の
。
・
ミ
ミ
室
内
P
S円
旬
、
・
同
室
同

SHーも臼
E

2
・
h
同

E
qミ
に
つ
い
て
は
小
林
袈
裟
治
氏
(
竜
谷
大
)
の
御
好
意

に
よ
り
同
書
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
共
に
記
し
て
感
謝
の
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を
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綿
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企
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け
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本
金
利
益
率
計
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若
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の
事
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に
つ
い
て
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